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１子どもたちとのグループインタビュー

（１） 高知大学教育学部学生

日 時：平成１８年７月１２日１３：３０～１５：３０ 場 所：高知大学教育学部棟

参加者：高知大学教育学部学生（１０名）
第２期土佐の教育改革フォローアップ委員 片山美弥子

【教職員の指導力について】
○授業や教員の対応は変わったか。
①「変わった」・・・４人、「分からない」・・・６人、「変わらない」・・・０人。
②小学校にボランティアでいっているが、私が子どもの時は一つひとつ、先生の指示が
あったが、今は、自分たちでやる勉強に変わってきている。
③パソコン等の導入など教え方も変わってきた。
④パソコン、インターネットを使用するなど情報化が進んだ。また学校からのプリントの
絵や図が変わり視覚的になった。
⑤一方的な授業から、子どもたちに考えさせたり、子ども同士で導く授業になってきた。
⑥教科書もカラフルになったし、黒板に絵を張ったりもしている。
⑦これまで個性的な先生や、意欲的な先生に出会ってきた、その印象が強く比較できな
い。
⑧小学校４年生の時、自信のない先生にあたった、それが教育改革の時期に当たるか
どうかは分からないが、中学校の時には先生の自信が出始めた気がする。

【授業の満足度について】
○授業は楽しくなっているか
①楽しいとの回答・・・６人
②学習チューターをしていて感じるが、少人数制の授業やＴＴの授業が増え先生との対
話の量が増えたことや、、授業の選択が増えたことが原因かと思う。
③漢字の学習が早く終われば、自分の調べ学習をしたり、社会科見学のあとも人形劇
で表現したりするなど授業の形態が変わった。私たちの頃は感想文を書いて終わり
だった。
④体験学習（シーカヤック）やグループ学習（自分たちで調べまとめる）がふえた。
⑤先生方は渋い顔をしていたが、下級生の地域学習が楽しそうだった。
⑥私は私学出身だが、公立に通っていた弟の職業体験学習がうらやましかった。
⑦数学のＴＴの授業に入っていたが、１０年前の私の中学の時と同じ授業展開があって
非常に眠たかった。授業の種類が増えたのは良いことだが、基礎的な部分が大きく
変わっていないのではないか。（先生によって授業の組み立てが変わっていない。）
⑧分からないので、（楽しいか楽しくないか）手をあげなかったが、小学校では楽しい授
業が増えているが、上級にいくほど楽しくなくなっているのではないか。上級にいくと
進学等があって、難しいのかもしれないが、楽しい授業を作る先生の研究（努力）を進
めてほしい。このことは、大学で勉強するほど感じる。
⑨中高になると、教員の授業研究も大変になる。、教師の力量に依存している部分があ
るのでは。
⑩自由度の低い中高（進学等で）では、おもしろくなくなるのでは。実業高校の方がおも
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しろいことができるのでは。
⑪今も昔も先生によるのではないか。
⑫小中共に、先生と仲良くやってきたので当時おもしろくないと思っていなかったので、
比較できない。
⑬児童養護施設の子どもと関わっているが、学校に取り残されたままの子どもが、まだ
まだいるのではないかと感じている。
⑭生徒から聞く取り組みは大切だと思うが、長期的にみて取り戻すシステムができてい
ないのではないか。中高で新しい物を取り入れることは簡単だが、落ちこぼれた子を
取り込むことが大切になるのではないか。実際子どもたちと接して、学力に開きがあ
ることに衝撃を受けた。少しの援助で授業に戻れる子はよいが、学力差が開くと現在
のシステムでは無理なのではないか。極端な話、できないと前の学年とやればよいの
ではないか、一度立ち止まるとそこまでしないと無理なのではないか。
⑮授業評価システムは、たまにやったが先生は相変わらずだった。
⑯中学校は私学に抜けるので学力差ができるのではないか。
⑰土佐市の学校で学んだ。人数が少なくても学力差はあった。しかし先生は熱心に取り
組んでくれた。小学校から中学校へ入った段階できめ細かな指導をすべきだ。生徒
一人ひとりにていねいな対応が必要だ。
⑱県全体で学力差があるのではないか。郡部の方が学力が高いのではないか。市内、
郡部の差は勉強が落ち着いてできるかどうかが課題では。

【学校の開かれ度について】
○学校は開かれてきたか。どういう点で開かれたか。
①「開かれた」・・・４人、「分からない」・・・６人、「開かれてない」・・・０人。
②私の小学校の時代は授業見学は年数回だったが、妹は月に１、２回決まってある。
③教育実習での体験だが、参観日の保護者懇談会で「みなさん情報をください」と学校
側が保護者に頼んでいたので、開かれたのではないか。
④子どもが感じるのは、学校のホームページぐらいか（学校生活の中に組み込まれた
状況では分かりにくい。）新聞、ＴＶニュースでの情報発信があるので、外の視点では
分かる。
⑤中学校の活動が小学校・地域とともにできだした。（プルタブ集め等）
⑥総合的な学習で、地域のことを学びそれを、地域の方に発表して交流した。地域の方
に話を聞いたり、職業体験で地域で学び交流した。
⑦外に向けては開かれてきた。
⑧受験期になり、もっと勉強したいと感じたとき遅くまで、教室を開放して生徒の気持ち
に答えてくれた。
⑨中学では服装や持ち物が生徒の意見で変わった。高校ではクーラーがついた。ペット
ボトルの自販機ができた。
⑩中学では制服が換わった。高校では、校則が厳しく、生徒総会でも意見が出せる雰
囲気ではなかった。

○子どもの意見を取り上る、柔軟な対応があるかどうか。（内に開かれているか）
①「はい」・・３名、「ピントこない」・・７名

○実感として、ピントこない理由は何か
①私の高校では服装指導が厳しかった。高校はネームバリューが大きい（学校の特色
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や社会的位置付けを示している）。学校は自校のネームバリューに合った学生を作ろ
うとする。伝統を守ろうとする。なかなか、生徒の意見を学校全体の取り組みに取り入
れる状況にはない。しかし、とくべつな状況が発生したときにはやるべきことをやって
いく態度が学校にあるのではないか。生徒の活動を受け止める先生がいて、それに
きちんと回答してくれるシステム（態度）がある。
②子どもの意見を取り入れ話し合いをした例がある（生徒の意見により、給食当番につ
いて話し合った。）
③私の学校（私学）は伝統を大切にする学校だから、新しい物はとり入れがたがらな
い。

○もっと開かれた状況にするにはどうすれば良いのか
①教員同士が協力しあう態度や関係を作ることが大切ではないか。若い先生に年輩の
先生が不利な状況を押しつけるようなことがあるのではないか。
②先生にとっても開かれた学校を作ることが大切では？
③担任が１人で抱え込んで、困る状況がないよう他の先生が助ける体制を作るべきだ。

○教員になることを志望していると思うがその動機は何か？
①小中学校時代に巡り会った先生の影響。（９人）

【土佐の教育改革による変化について】
○もっとも変わった点は何か
①地域性（地域とのつながり）。南国市では農家・教育委員会・学校が一緒になり食育
に取り組んでいる。人として大切な物を学べる場ができたことだ。
②県民の意識が変わった。農協だけでなく、学校と関わり子どものことを考えることがで
きはじめた。学校という限定された場所だけでなく、県として全体で考えることができ
た。
③教育は学校で教師だけがやるものから、地域・保護者と皆でやるものだと意識が変
わった。これからも様々な意見をとりいれ続けていくことが大切だ。
④保護者や地域に関心や協力しようという意識がでてきたのではないか。

○変わっていないのはどこか
①学校は管理しやすいように、事務的な部分は大人が決めている。（中学校ではトイレ
のドアの上下があいていた。）
②もっと生徒の参画を進めるべきだ。学校全体という枠組みの中で生徒も人として対等
に扱ってほしい。
③中学校問題には学力が課題だ。
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（２） 県立学校３年生

日 時：平成１８年７月２０日（木） ～ 場 所：教育委員室14:00 16:00

参加者：高知追手前高校、高知工業高校、高知北高校、高知盲学校（各校２名ずつ）、
第２期土佐の教育改革フォローアップ委員会委員 岩塚忠男 立川 涼 二宮久美

【わかる楽しい授業について】
①医学用語など難しいものが多いが、先生方は模型を作るなど工夫して熱心に教えて
くれる。
②前で先生が話すだけの授業はわからない。わからない所を提示してくれたり、生徒の
関心を引き付けてくれる授業が、わかる楽しい授業だと思う。
③専門の授業は、自分の興味があるからわかる。興味を持たせることが大切。
④専門教科は、先生が本当にわかっていないと、生徒の自分たちにはわからない。よく
勉強をして、きちんと理解をして、教えてほしい。
⑤「わかりゆうか」などの問いかけをしてコミュニケーションをとってくれる授業がいい。
⑥教師と生徒のコミュニケーションは大事。授業だけではなく、プライベートでも、場がア
ットホームな感じになってほしい｡
⑦生徒同士のコミュニケーションがよいことも、よい授業には必要。
⑧自分のクラスには問題がある。学ぼうとしていない生徒の意識の改革も必要。
⑨先生ばかりに求めるのではなく、生徒も変わらなければ授業は変わらない。

【キャリア教育について】
①出前講義など、有効な取組で、勉強になる。
②自分は総合学習を通じて、目標を見つけることができた。いいことだと思う。

【授業の満足度について】
①わからない授業にもアンケートを取ってくれて、自分たちの言うように改善してくれたり
するので、満足している。
②生徒のアンケートを見ると、生徒が甘えている部分も多いと感じる。

【教員の資質・指導力について】
①自分のことを「先生は 」という人が多いが、威圧的で好きになれない。同じ人間とし…
て「僕は」「私は」と言える人がよい。
②明るい先生が第１条件。
③自分の些細な変化などにも気づいてくれる先生がいい。
④資質としては、生徒のことを思ってくれていることを感じさせてくれる先生がいい。
⑤挨拶など、誰に対しても心を開いている先生は、資質はあると思う。人には好みがあ
るから、先生は多様な方がよい。挨拶や思いやりは前提であり、それから指導力だと
思う。
⑥わかる、すごいと思わせる優れた指導力を持つ先生は少ない。大切なのはまず先生
としての資質だと思う。

【教科の指導力について】
①指導力のある教師とは生徒の考えを尊重して、的確なアドバイスを与えてくれる人。
②次の時間までにわからなかった所を調べてくるなどの努力ができる先生がよい。自分
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の失敗をきちんと認める先生は許せる。
③わからないことを、すぐ教えてくれるのではなく、「自分で調べなさい」と生徒を突き放
す姿勢も大事。
④普通教科は複数の先生がいるからよいが、専門教科はその先生しかわからないの
で、教えることに自信を持ってほしいと思う。
⑤できる子にはどんどん先にやらせて、できない子にはとことん付き合ってくれる先生が
いる。他の先生も見習ってほしい。
⑥生徒の実態に合わせてやってほしいという希望がある。

【開かれた学校作り推進委員会について】・・・学校内での活動について
①「開かれた学校づくり」の生徒アンケートに、生徒に対する厳しい評価があった。生徒
も変わらなければ授業は変わらない。
②今年は授業改善について取り組んでいる。
③生徒は、外に意見を言うよりも、内にこもる殻を作るためにエネルギーを使っている。
大きな話になるが、親や、社会にも問題はあると思う。
④盲学校は、閉ざされた環境にあるため、社会体験や、地域との交流を通じて、視野を
広げることが大切だと思う。
⑤生徒の意識改革をするのであれば、社会や、世界への意欲が持てるように小学生か
ら動かしていなければならない。

【土佐の教育改革について】
①同じ夜間の定時制では、茨城の方が進んでいると思う。職員室の開放など。
②先生方の意識レベルは確かに変わってきていると思う。生徒の意識がどう変わるか
が、問題。
③教育委員会がいくら教育改革を掲げて頑張っても、子どもが変わろうと思わなければ
これからも何も変わらない。子ども自身が変わろうと思える改革方針を考えてほしい。
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（３） 公立中学校３年生

《南国市立香南中学校》
日 時：平成１８年７月１１日（火）１６：００～１７：００ 場 所：南国市立香南中学校

参加者：香南中学校生徒会役員および各学年代表 計１０名

【学校生活への満足度について】
①入学したときは仲良くなかったが、３年間過ごしてだんだん仲良くなってきて楽しい。
②学校全体が明るく、いじめもなく、毎日楽しく学校に来られるので楽しい。
③何かを決めるとき団結できる。体育祭や文化祭など力を合わせてできる。
④楽しい場面は、いろいろな行事があるし、協力してできるから楽しい。また、地域のい
ろんな所へ見学に行くことができて楽しい。（総合的な学習の時間等）
⑤同じ学年だけでなく、上級生も含め、みんな仲良く話しやすい。
⑥友だちとの行き違いはあるが、学校の人間関係は大丈夫だと思う。明るく楽しい。学
級で話し合ったり、学級や学年で交流できる時間もあるし、大きな問題にはならないと
思う。
⑦２年生から、３年生が仲良く話したり、協力している姿を見て、いい学校だと思う。
⑧勉強して新しいことを学べることは楽しい。
⑨部活動の時間が短く、もっと練習したい。練習すればもっと強くなれる。
⑩友だち関係が難しい。ちょっとしたお互いの気持ちの行き違いや勘違いで、ケンカに
なったりすることがある。先生とも相談しにくい。

【授業への満足度について】
①先生がおもしろい話をしてくれる。説明がうまくよくわかる。
②先生の説明がわかりやすいし、質問すれば答えてくれるので、わかって楽しい。
③先生の体験を交えて教えてくれるので楽しい。
④たくさんのことを理解できるので授業が楽しい。
⑤問題を考えて解けたら楽しいけれど、３年生になるとだんだん難しくなってきたので楽
しくない。
⑥机に向かい座って勉強するのは好きじゃない。勉強より体を動かす方がいい。
⑦わかる授業は楽しいと思う。学校は勉強をするところだけど、あまり勉強をしたいと思
わない。授業になると気が抜けたり、だらだらしてしまう。そうすると先生に怒られる。
⑧難しい問題が出るともっと解きたいと思うけれど、説明を聞いたり、ノートをとるだけ
の授業はつまらない。
⑨先生はわかる授業をするために工夫していると思う。
⑩授業がわかったかどうか、先生に伝える機会はある。
⑪授業のやり方や進め方について先生に要望できる。

【家庭学習について】
①していない。
②３０分くらい。
③２時間くらい。
④自分で勉強するより、塾の時間が長い。
⑤家庭学習は、１～２時間くらい、内容は、授業でわからなかったこと、テスト勉強など
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復習中心。予習はあまりしない。
⑥今よりもっとしないといけないと思っている。

【目的意識について】
①建築士になりたい。父親の職業なので小さいときからみていて興味を持ったから。今
している勉強は、高校進学のためだが、数値の計算や作図など、将来の夢に直接関
係することもあると思う。
②テレビドラマでみてかっこいいと思ったし、おもしろそうだと思ったのでインテリアプラ
ンナーになりたい。
③サッカー選手になりたいので、今、一生懸命練習している。高校へ行ってサッカーを
したいので勉強する。
④看護師です。ドラマでみてかっこいいと思ったし、人の命を救えることがいいと思っ
た。小学校の頃から考えている。今の勉強は、看護師になるために役立つと思って
いる。

【「授業のことや困ったことを先生に相談できるか」について】
①あまり相談することはないけれど、何かあれば相談できる。
②先生とは相談できる関係。
③あまり悩むことはないけれど、悩みができたら友達と一緒に行って先生に相談する。
④進路のことを相談できる。先生は信頼できる。
⑤相談すると先生に心配をかけたり、迷惑をかけてしまうと思ってできない。ほとんどの
ことは自分で解決できる。
⑥勉強のことは相談できるし、日常の会話は気兼ねなくできる。けれど友達関係のこと
や親とのこと、自分の内面的なことについては相談できない。友達には相談する。

【開かれた学校づくりについて】
①自分たちの目だけでなく、地域の方の視点で意見を言ってもらってとても参考になっ
た。
②自分たちでやりたいと思って考えたことに地域の方が協力してくれてよかった。
③今の学校の活動を地域の人にわかってもらうことができてよかったと思うし、自分た
ちも地域のことを知ることができてよかった。
④少しずれを感じることがあった。たとえば、自分たちはできると思うことでも、大人から
見ると危険だからしてはいけないといわれる。など

【フリートーク：生徒どうしの質疑・応答】
○部活に入っている人は、今の部活の時間に満足しているか。
①満足していない。
○１，２年生から見て３年生についてどう思うか。
①立派だと思う。
②好意的に思う。
○３年生は自分たちについて満足しているか。
①）団結力があると思う。
②まとまることはできるが、一部の人は仕方なくやっている。特に、めんどくさがってい
る人を引き入れたい。
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③生徒会をやっていて、話を聞いてくれない人や協力的でない人がいる。その人たちに
は話をしてわかってもらう努力をするが、我慢してもらうこともある。
④３年生としての役割を果たせていないところがある。
⑤頼りがいのある先輩ではないと思っている。でもがんばりたい。

《四万十市立中村西中学校》
日 時：平成１８年７月１１日（火）１６：００～１７：００ 場 所：四万十市立中村西中学校
参加者：中村西中学校生徒会役員および各学年代表 計１０名

【学校への満足度について】
①休み時間など友達と遊んだり、部活も楽しい。
②休み時間に友達とおしゃべりすることや、いろいろと学んだりすることが楽しい。
③友達と話したり、お弁当や部活動の時間も楽しい。
④みんなとおしゃべりしている時や、授業中の班で話し合っているときも楽しい。

【授業への満足度について】
①水泳で泳ぐときが楽しい。
②好きな教科で勉強しているときが楽しい。
③授業で先生の話が長く、自分たちがあまり発言する時間がない授業は楽しくない。
④先生の話を聞いても、よく理解できないときは授業が面白くない。先生の話が長いと、
眠くなってしまう。
⑤苦手な教科のときは、少しやる気がない。
⑥授業で班活動があるとき、協力しない人がいると全体的に面白くなくなる。
⑦班で話し合う活動をもっと取り入れてもらえば、授業が楽しくなると思う。
⑧先生は、生徒の興味を引く物や話を、授業にもっと取り入れてもらいたい。
⑨（生徒は）班活動のときは、もっと積極的に取り組むようにすれば、授業が楽しくなると
思う。
⑩先生の話が長い時は、授業が楽しくないので、先生はもっとわかりやすくまとめて説
明してほしい。
⑪わからないとき、質問したらていねいに教えてくれる。
⑫質問にすぐ応えてくれる。
⑬先生が、みんなの意見を聞いて、授業を工夫・改善してくれているとはあまり感じてい
ない。

【家庭学習について】
①楽しいとは思っていない。
②授業では、わからない所は先生に聞いて解決できるが、家庭で一人だとわからない
所があっても先に進まないので面白くない。
③普段の家庭学習ではあまり感じないが、テスト前の家庭学習ではわからない所がで
てきてストレスになる。睡眠不足にもなる。
④漢字や英語の宿題はページ数が学校で決められている。個人に任せて欲しい。
⑤漢字や英語については、普段はよいが、テスト前にはそれはなくして欲しい。
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⑥家では、学校のように集中できず、他に とか音楽を聴いたりとかしてしまう。TV
⑦漢字や英語の課題のページ数を限定しないようにすればいいと思う。
⑧家で一人でやっていてわからない所がでできたら、 とかで先生とやり取りして解決IT
できるようにすることができればいい。

【 】目的意識について
①目標をもって学校生活を送っているとはあまり思っていない。
②（大きな目標は）特にはないが、県総体（部活動）で勝ちたい。それが済んだら受験勉
強を頑張ろうと思っている。
③成績をもう少し上げたい。部活動でもいい成績を残したいと思っている。
④勉強も部活動もやるからには、いい成績を残したいので、目標をもったほうがいいと
思う。
⑤成績は１年生の頃に比べると下がってきたので頑張りたいし、部活動は引退までの１
日１日を大切にしていきたい。

【「悩みや困ったとき、気軽に先生に相談できるか」について】
①先生にはあまり相談しない。
②悩みや困ったことは、親しい友人に相談する。相手（友人）もすぐに応えてくれる。
③先生に相談するより、友達の方がいいやすいし、それで解決する。
④先生に相談しても、いい答えが返ってこない。友人の方が真剣に考えてくれる気がす
る。
⑤先生に相談するとすれば、テスト前の勉強の仕方とか、高校受験のこと。
好きな先生はいるか○
①いる。話しやすかったり、普通に話せるし、授業も楽しい。
②授業で興味のわく話をしてくれる。また悩みを相談したときにも、自分の将来のため
になる話も助言してもらえた。
③話を長々とする先生は好きではない。授業中に眠くなるし、どこが大切なところなのか
分からない。
④生徒が意見を言っても聞いてくれない先生は好きではない。
⑤障害者に対する理解ももっと進めて欲しい。

【 】開かれた学校づくりについて
①開かれた学校づくり推進委員会（渡り会）の委員には、生徒会長・副会長（計３名）が
なっている。
②地区の会長さんも推進委員で、登下校のときには不審者から僕たちを守ってくれた
り、その他にも僕たちの知らないところでいろいろと大人が頑張ってくれている。
③開かれた学校づくり推進委員会（渡り会）では、地域の人や小学校の児童会の人も
集まり話し合ったり、交流をしている。自分（生徒）たちのことを考えて、大人たちが活
動してくれている。
④地域の人と交流できてよかった。これからも続けていきたいと考えている。
⑤今まで生徒から学校や先生に意見を言ったことは少なかった。中１の頃、体操服のこ
とで要望を出したが、答えが出たのが最近だった。もっと早く答えを出して欲しい。
⑥学校の指定ぐつでは、中に水が入ってくるので変えて欲しいと要望を出したが、すぐ
対応してくれた。
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⑦意見を聞いてくれないときは、学年や生徒全体で団結すればよいと思う。
⑧意見を聞いてくれるまで、ねばり強く先生に訴える。何度もアピールすればよいと思
う。

《高知市立朝倉中学校》

日 時：平成１８年７月１９日（水）１０：００～１２：００ 場 所 高知市立朝倉中学校
参加者：朝倉中学校生徒会役員および３年生の希望生徒 計１０名

【学校への満足度について】
○学校生活が楽しいと感じているのはどのような点か。
①皆で協力してできるので、部活動が楽しい。
②友だちと一緒にいると楽しい。
③授業の内容がわからないときは楽しくない。
○学校生活が楽しくないと感じるのはどのような点か。
①授業とは関係のないところで、時間を費やしてしまうとき。
②将来の高校のことを考えるとつらくなる。
③話し合いで、生徒と先生の意見が合わないとき。
④先生の教え方がまずいと思うとき。
⑤人間関係のトラブルや行き違いがあるとき。
○授業が楽しくないと感じるのはどのような点か。
①ずっとノートを取ったり、問題ばかり解くとき。
②質問しても先生が十分に対応してくれないとき。
○授業が楽しくなるためにはどうしたらよいか。
①皆で勉強に取り組める授業、生徒の活動を取り入れた授業にする。
②教科書の内容そのままではなく、応用力がつくような、もう少しレベルの高い内容も取
り入れる。
③ただプリントに取り組んだりノートを書くだけの授業ではなく、教え方の工夫をして欲し
い。
④重要なところがもっとわかるようにして欲しい。
○先生は皆さんの意見を聞いて、授業を工夫・改善してくれるか。
①先生が、授業に冗談を交えてくれたりする。
②難しい質問等に、例え話を交えながら説明してくれるのがよい。
③授業を工夫しようとしているが、あまりできていない先生もいる。
【「悩みや困ったとき、気軽に先生に相談できるか」について】

【「悩みや困ったとき、気軽に先生に相談できるか」について】
①勉強の相談はできる。
②悩みは十分相談できていない。
○好きな先生はいるか。また好きな理由は。
①叱るところは、甘やかさずにきちんと叱ってくれる先生。
②自分のことに真剣に向き合ってくれる先生。
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③自分にあった教え方をしてくれる先生。
④先生の業務外と思うとところでも向き合ってくれる先生。
⑤けじめをきちんとつけてくれ、自分を個人としてみてくれる先生。
⑥ただおもしろいだけでなく、きちんと注意もしてくれる先生。
好きでない先生はいるか。また好きでない理由は。○

①授業がうまくない先生。
②生徒の言うことを信じてくれないとき。
③その日の気分で授業をするとき。
④授業の内容がいつも同じで、生徒の様子を見ないで授業を進める先生。
⑤自分の理論だけで生徒を見て、それに当てはめようとする先生。
⑥すぐ怒ったり、小さいことでも皆の前で大声で怒るとき。
⑦自分は先生の指示をよく聞くと思われていて、先生の意見ばかりを聞かされるとき。
⑧やるべきことはやっているけど、工夫がない先生。

【 】目的意識について
①小学校のときは夢や目標がたくさんあったが、現実が分かってきたこともあり中学校
では部活動や勉強で何がしたいのかわからない。
②目標は持つが、すぐにあきらめてしまうことがある。
③具体的に考えてない。
④スポーツなどで以前は目標を持っていたが、周りが自分よりできたりするので、自信
がなくなってきた。

【 】開かれた学校づくりについて
開かれた学校づくりについてどう思うか。○
①意見を伝える場があるのはいい。
②することで何かが改善されるのならやる価値はあると思う。
③活動を知らない人がいるので、皆が知るようにして、広く意見が聞けるようにすると良
い。
④もっといろいろな人から意見が聞けると良い。
学校生活の改善点はどうか。○

①エスケープする人がいるのでなくす努力をしていく。
②今以上に仲の良い学校にしていきたい。
③皆がそれぞれの目標に向かっていけるような学校にしていきたい。
④一人ひとり性格が違うのであわない部分はあるが、お互いにカバーをしてやっていき
たい。
⑤生徒全員が高い意識を持って、さらに深い考えができる学校になったらよいと考えて
いる。
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《香美市立鏡野中学校》

日 時：平成１８年８月２日（水） １３：００～１５：００ 場 所 香美市立鏡野中校

参加者：鏡野中学校 生徒 ７名（生徒会執行部 ５名 ３年生代表者 ２名）

【学校に対する満足度について】
①休み時間などに友だちと話をしたり、遊んだりしたときが楽しい。
②好きな授業を受けているときや、部活をしているときが楽しい。
③部活など、みんなで協力して友だち同士、先輩・後輩関係なく友情が深まり団結力が
高まったときが楽しい。
④先生にほめてもらったり、認めてもらったりしたときが楽しい。
⑤勉強や部活で伸び悩んだときは楽しくない。
⑥自分がストレスをかかえているとき、学校へ来ても楽しくない。

【授業への満足度について】
○授業は楽しいか
①わからない問題が解けたとき。
②友だちに教えてあげたときに「ありがとう」といわれたとき。
③基礎から応用へ発展して、問題が解けたとき。
④みんなが“勉強するぞ”という気持ちを持って臨めばもっと楽しくなると思う。
⑤先生が一人で授業をすすめたり、話を聞いてくれないとき。
⑥内容が理解できていないのに先生が先にすすめたとき。
⑦先生の話ばかりで、教科書にそってすすめるだけの授業のとき。
○授業の進め方について（先生に要求したいことは）
①みんなが発表や体を動かしたりして、みんなが参加できる授業。
②わかっている人、わかってない人が分かれて授業をするのではなく、共に学んでいく
授業で、次へすすむことを大切にしてほしい。
・③私語、寝ている人を起こして、注意してみんなで、まじめに取り組んでいけるようにし
てほしい。
④先生で黒板の文字が見えないので寄ってほしい時がある。書いてある文字がわから
ない時がある。
⑤説明や話すスピードが、速かったりする時がある。
⑥ノートを写し終わっていないのに消される時に、「待って！」て言っても、「書くのが遅
い！」と言われることがある。

○家庭学習について
①学校の勉強以外に一生懸命頑張れれば、将来の自分のためになると思って取り組
んでいる。
②一人で勉強していると「できたね。」という言葉かけがないので、本当に実力がついて
いるかわからない。
③めんどくさいし、あまり勉強が好きではないので進んでやらない。
④学校でも家でも勉強するのは嫌だ、しんどい。
⑤課題を提出しないと成績にかかわるからやっている。
⑥３年生だから課題を提出しないと進路等にかかわるからやっている。
⑦やらないといけないけど、好きなテレビがあると先に見て、気持ちを切り替えてやって
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いる。
⑧眠たい時や、やる気がない時は思い切って休んで朝早く起きてやるようにしている。

【目的意識について】
目標をもって学校生活を送っているか○

②将来の夢、志望校に入れるように。
③友だちのためになるように、いろんな人と関わって心を変えていきたい。
④部活で上位入賞、全国大会へ。全国トップに！
⑤今の学校のことやクラスみんなのことを考える。友だちの長所を見つけ、伸してあげた
い。

【「悩みや困ったとき、気軽に先生に相談できるか」について】
○どんなことが悩みか
①夏休みの宿題が大変！
②女子の中での友だち関係
③進路・親・家族・部活のこと
○悩みや困ったとき、気軽に先生に相談できるか。（なぜ相談しやすいのか）
①辛そうな時とかに、ひと言言葉をかけてくれる。気遣いをしてくれるから。
②相談をしたらヒントや解決方法を見つけてくれたり、答えをいってくれる。
③ちゃんと相談したら、先生の経験を生かしてアドバイスしてくれる。
④喧嘩をしたとき、仲をもってくれたから。
⑤悩んでいるとき自分の納得する答えをくれたから。

【開かれた学校づくりについて】
○学校や先生は、意見や希望を聞いてくれるか
①昇降口に時計をつけてくれるよう要求したらつけてくれた。
②グランドの照明、部活動で必要な道具を要求したら先生がきちんと聞いてくれて要求
が通った。
③生徒会から要求したことを学校が聞いてくれ、すぐに対応してくれた。（冷水器・いす）

（参考：各中学校の取組の概況）

南国市立香南中学校
香南中学校では「生きる力を培い共に行動できる心豊かな生徒の育成」という学校教育目標のもと、生
徒の自主性を重んじた教育実践に取り組んでいる。教科指導の面では英語教室の設置や香南中に配置

されているALTの効果的な活用などにより生徒たちの英語力は年々向上している。

また生徒会活動では、教職員の手を借りない自主的な運営が大切にされており、16年度の生徒会の提
案から始まった「空港地下道清掃ボランティア」などの取り組みが評価され、昨年度は高知県児童生徒表

彰を受賞した。生徒会の自主的な運営は、学校生活に活気をあたえ、部活動においても、ここ数年、男子

バレー部をはじめとする多くの部が県大会で活躍している。
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四万十市立中村西中学校
中村西中学校は、校長先生が民間人校長として３年目を迎え、２学期制の導入や生徒たちによる自主

活動の推進・充実を図っている。学力向上はもとより、一人一人の心を大切にしながら、教職員・保護者・

地域が一体となって心身ともに健全な生徒の育成に取り組んでいる。

学校では、仲間づくりに重点をおくとともに生徒が互いに切磋琢磨できる場面を意図的・計画的に設定し

たり、四万十川の自然を取り入れた体験的な学習の充実に努めている。これらをとおして、生徒の基礎・

基本の定着や学力向上を図り、「やる気（自主）、責任（厳しさ）、友情（思いやり）」をキーワードに、自己実

現を図るための能力や態度の育成に全教職員が一丸となって取り組んでいる。また、わたり会（開かれた

学校づくり推進委員会）の取り組みとして、校区の具同小学校・家庭・地域と協力し、校区内の清掃活動な
ど地域ぐるみでの取り組みを行うことで、生徒自身の地域の一員としての自覚も一層高まりつつある。

高知市立朝倉中学校
朝倉中学校は，これまで伝統的に取り組んできた人権教育の充実をはじめとして，学習チューターなど

の大学生や学校図書館における地域人材の活用，２学期制のモデル実施など，学校を活性化する多くの

取り組みを行ってきた。教職員は，日々の授業の中で生徒たちにかかわりぬき，基礎基本を定着させ，一

人ひとりの能力を伸長させていくよう「認め」「励まし」「把握し」「伸ばす」授業づくりを目指しており，教職員
は教育改革に対する意識を高く持ちながら，特色ある取り組みを行ってきた。

また，生徒や保護者の思いや意見を大切にする取り組みに努めてきた結果，生徒が自分の意見を出し

やすい状況になってきた。

香美市立鏡野中学校
鏡野中学校は、研究主題を「人を大切にする生徒の育成、その考え方と実践の基礎を育てる。仮説：仲

間づくりが意欲を育み、学力向上の基礎となる」とし、「自分を大切にできて人を大切にできる生徒」の育成
を目指している。昨年度から２学期制を導入するとともに、少人数指導・習熟度別学習の導入、選択履修

の幅の拡大など、基礎学力の定着を図るための取り組みを行っている。また、教職員は、個々の生徒理解

に努め、学習面はもとより学校生活全般にわたって、一人一人の生徒を大切にした指導をしている。その

結果、生徒は学習に意欲的に取り組むようになり、生徒会活動や部活動に対しても従来にもまして積極的
に取り組むようになってきた。
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２ＰＴＡ団体の評価

（１） 高知県小中学校ＰＴＡ連合会

【教育改革以前の状況と課題について】
１９９６年の「土佐の教育を考える会」の答申を受け、「土佐の教育改革」がスタートし
た以前の学校は、教員の不祥事（体罰・飲酒運転など）や指導力不足、資質の低下な
どさまざまな問題点が指摘されていたころであり、『子どもたちが主人公』という状況に
はなかったのではないだろうか。
また、学校は概して保護者や地域に対して敷居が高いところという感があり、ともに
協力して子どもたちを育てていこうとする努力に欠けていたように思われる。もともと地
域のものであったはずの学校が、独自での学校運営を行い、保護者・地域への情報発
信・情報交換を十分に行っていなかったために、地域と離れた特殊な場所になってしま
い、教育に地域の声が届かない状況にあった。核家族化にともなう地域コミュニティー
の崩壊もあり、地域のつながりの希薄化、教育力の低下が目立ち、地域ぐるみで子ど
もたちを育てようという意識も薄れてきていた。
さらに、社会情勢や環境の変化により、子どもたちに新たな問題（いじめ・不登校・校
内暴力など）が現れ、保護者も子どもの変化にとまどうだけで、保護者同士が互いの
状況を理解しあうこともなく、また家庭と学校の相互間にもコミュニケーション不足によ
る不信感さえあったように思う。ＰＴＡ活動への無関心、多忙を理由に役員不足といっ
た傾向もみられ、そのような状況でのＰＴＡ活動は、学校のサポーター（下請け団体）と
して学校の都合に合わせた活動となっており、ＰＴＡ行事と言いながら一部の関心ある
保護者の集まりではないかと感じるほどであった。

【課題解決のための県Ｐ連の取り組みと効果について】
学校と保護者のコミュニケーションを深め、問題意識を共有する必要性から、2000年
度より、県校長会との懇談会を定期的に開催し、それぞれの立場からみた学校教育・
家庭教育等について理解・連携するための積極的な意見交換を行っている。
また、ＰＴＡ役員として、開かれた学校づくり推進委員会への積極的参画と意見提言
を行う等、学校・地域・教育行政に対するＰＴＡの位置づけをサポーターからパートナー
へと変革する努力をしてきた。
そして、保護者に対しては、教育講演会を開催するなかで「子どもたちの基礎学力の
定着と向上」には学習以前の問題として、基本的な生活習慣の確立・定着が重要であ
るため、子どもだけでなく保護者も含めて生活スタイルを見つめ直し意識改革をする研
修を行っているところである。

【教育改革の成果について】
長い間、有名大学へ合格するためには私立中学校へ入学するのが近道といわれ、
小学校からの塾通いが多く、進学も私高公低の状況が続いていた。しかし、「土佐の教
育改革」以降、公立高校の国公立進学率が伸び、（それが全てではないにしても）子ど
もたちの基礎学力の定着と学力の向上は着実に進んでいることは評価できるが、いま
だに、いじめ・不登校・落ち着いて授業のできない状況等は残念ながら解消されてはい
ない。
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学校は、「開かれた学校づくり推進委員会」の発足により、ずいぶん風通しが良くな
ったと感じる。しかし、まだ問題点を情報として伝える方法が未熟で、学校・家庭・地域
の情報交換が一方通行になる場合や、話し合ったことが具体的に生かされていないな
ど、形骸化しているところもあるように思われる。積極的に「開かれた学校づくり」を進
める学校と、そうでない学校との格差がいろいろな面で広がっており、当たり前のこと
だが、積極的に進める学校の方が成果を上げているように思う。
教員は、個人により多少の温度差はあるかもしれないが、さまざまな研修に積極的
に参加するなど、意識改革も徐々に浸透してきており、資質・指導力の向上に努めてく
れていると思う。学校評価の実施が、学校・教員の意識改革につながったのではない
だろうか。反面、広域人事交流により、遠距離通勤の教員が増えたことで、ＰＴＡや地
域行事への参加が減少し、地域の生の情報を収集できる場を活用しきれていないの
ではないかと思う。
ＰＴＡと地域の連携は進んできており、地域ぐるみで教育課題を共有する段階から、
おとなが行動する段階へと移り、みそ汁運動やノーテレビデー運動等の取り組みが広
がってきている。
市町村教委は、それぞれの市町村の各学校をバックアップして「土佐の教育改革」
の達成に向けて努力していることを実感するが、大半の保護者は、教育改革１０年の
意味も理解できていないことも事実である。

【残された課題について】
ＣＲＴ結果は、一応の成果を示してはいるが、全ての子どもたちの学力や意欲を高め
きれてはいないと感じる。学校評価等、さらに各学校で検証し一層の授業改善に取り
組んでほしいと思う。また、公立学校の授業に対する信頼感が薄れ、塾通い・中学受
験が一層激しくなっている状況からも、公立学校の努力をもっとアピールする方法を考
えてはどうだろうか。
さらなる学力の向上のためには、教員や学校への意識改革、授業改革を求めるだ
けでなく、保護者も自らの家庭教育力を培う必要性を求められているが、年々、家庭の
教育力が低下し、以前は家庭で行っていたことまで学校に期待するようになってきた。
保護者の変容にも個人差、学校差、地域差があるとは思うが、自分の子どもにしか関
心のない保護者が増え、ＰＴＡ活動に対する意識も低下してきている。
また、これまで学校と地域をつないでいた地域教育指導主事の派遣が終了した状況
のもとで、地域の教育力を低下させないためにも、その役割をどのように継承していく
のかが課題ではないだろうか。

【平成１９年度以降の県Ｐ連の取り組みの方向性】
子どもたちの生活環境・生活スタイルの見直し・改善を推進するとともに、保護者の
生活スタイルも見直すため、学校とＰＴＡが連携して家庭教育をサポートしていかなけ
ればならないと思う。
また、子どもを取り巻くさまざまなことに、県Ｐ連だけで問題意識をもち取り組むので
はなく、保・幼から高校までが連携し繋がりのある活動、つまり、県内の子どもをもつ保
護者総ぐるみの活動に広げ、保幼小中高ＰＴＡ連合体連絡協議会として、それぞれの
組織のネットワークを強化する必要があると考える。
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【県Ｐ連から見た県教育委員会の取り組みに対する評価】
全県的視野に立ち、「土佐の教育改革」の実現に向けて、人的・財政的資源を各地
に配分したことにより、３０人学級の実現や教科別の少人数指導など、基礎学力定着
のための政策や、教職員団体との関係改善、教員採用・１５年次研修等に保護者も参
加できるようになったことは評価できる。また、地域教育指導主事の派遣についても、
学校と地域のパイプ役となり成果を上げたと思う。そして、子どもたちの生活スタイル
についての調査は、保護者に結果の改善のための取り組みをすすめ、家庭の教育力
アップにつながったという面において効果があったと思う。
ただ、授業評価システムの活用は、教員の意識や学校の取り組みによる格差が出
ており、有効に活用しきれていないのではないだろうか。
ＰＴＡに対しては、定期的・全県的な教育懇談会を実施することで、地域ごとの課題に
ついて積極的に意見交換が行われるようになったことや、何よりもＰＴＡをパートナーと
して認識し、その重要性を理解してくれていることを強く感じる。

「土佐の教育改革」は、『子どもたちが主人公』を合い言葉に、それぞれの立場での
意識改革であると考える。しかし、改革と言いながら学校や教員の評価だけが先走り
するのでは、教育は硬直してしまう。「土佐の教育を考える会」の答申を受け、高知の
教育を何とかしようではないかという思いから、教育委員会や教職員団体、保護者が
話し合い、取り組みを始めたことは革新的なことであった。
どの立場、いつの時代でも、子どもたちにつけたい力やしあわせを願うのは同じであ
る。１０年間の取り組みが打ち上げ花火で終わることのないよう、これからの姿勢・活
動が重要視されてくるのではないだろうか。

（２） 高知県高等学校ＰＴＡ連合会

保護者から見た「土佐の教育改革」
二 宮 久 美

「学校が良くなる！」「何かが、きっと変わる！」との大きな期待をもって保護者達を捉
えた「土佐の教育改革」スタートのニュース。
あれから１０年、学校は、子どもたちはどのように変わったのでしょう。
第二期土佐の教育改革では、第一期の検証を受け、どのような進歩を遂げたのでしょ
う。そして、「子どもたちが主人公」を合言葉に「学力向上」という保護者にとって魅力的
な目標を掲げスタートしたこの取組み。「県民総ぐるみ」で取り組むべきこの一大プロジ
ェクトに県民はどう反応し、どう動き、どう関わっていったのでしょう。

私ども高知県高等学校PTA連合会（以下高P連）では、土佐の教育改革を振り返る
１０年にあたって、特に第二期の五年間について高P連の組織としてどう関わってきた
か振り返ってみました。

当時の高校のPTA組織は、会長や役員といってもあまり目立たない、学校のお客様
的存在の活動をしている単Pも多く存在していました。小学校や中学校と比べると校区
も広く、横の繋がりも希薄なために小・中の役員のように、毎月・毎週学校に足を運び、
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学校のパートナーとして活発に活動している単Pはごく僅かでした。会長の意識も「土佐
の教育改革」という言葉・運動だけは知っていると言う会長から、幼稚園からPTA一筋と
いう超ベテラン会長まで、知識や経験の差は大きなものがありました。

そこで、同じスタートラインに立ち子ども達を見守っていこうと「単P会長会」を平成１３
年度から開始しました。
各単P会長が始めて集う「第一回会長会」は、県教育委員会事務局から教育政策課
をはじめ、各課の方々に出席をいただき「土佐の教育改革」の「いろは」から県の取組み
の進捗状況等について学ぶことから始まります。この勉強会は、県民ぐるみの取組みで
ある「土佐の教育改革」について理解し合い、その知識を今後の各単P活動に生かして
いくためのものであり、そのためにはまず会長自身がこの改革の内容を理解し、役員・
委員は勿論のこと一人でも多くの保護者達に伝え、協力し合って自分達の出来ることを
見つけていく基礎になればとの思いがありました。

第二期に入り学校・家庭・地域の連携の強化や、保護者、家庭の教育力の向上の必
要性が打ち出され、ますます保護者としてこの改革に本気で取り組んでいかなくてはな
らないとの思いを強くしました。多くの活動や提案が「絵に描いた餅」であってはならない
し、「誰かがやってくれるもの」でもない、自分達が関わらなくてはとの強い思いは、今日
までの高P連としての活動を支える原動力となってきました。

高P連では、この１０年間の取組みの評価の時期にあたり「単P会長から見た土佐の
教育改革」についてと題し、単P会長４８名に対しアンケート調査を実施しました。

このアンケートでは、「土佐の教育改革」に対して、
Ⅰ「土佐の教育改革」全般について
Ⅱあなたの学校で行っている「学校評価」について
の２項目に絞り意識調査を行い、最後に記述式でそれぞれの考えを述べてもらう形式
をとりました。以下、そのアンケートから抜粋して纏めました。

Ⅰ土佐の教育改革全般について

１｢学力｣
「土佐の教育改革」の大きな柱である「学力の向上」についての取組みに対しては、
行政・学校それぞれの努力に対し、評価している保護者も数多くいる一方で、開かれて
いない学校の現状や全県的な学力のレベルアップに対して疑問の声も聞かれます。
校長のリーダーシップや教員の体質に対しても力量・変化を期待するとの声もあり、教
員の「学力向上」に向けての意識改革や価値的な研鑽と努力を期待したいと思います。

２「土佐の教育改革の広がり」
地域によっては、地域の方々の力を借りることに成功し、保護者も大いに勇気を得
て、画期的な活動を展開している学校の姿があります。
県教育委員会とPTAの連携は強化されたと評価する中、一部の県民にしか浸透してい
ない「広報不足」また、知っていても、本音で語るべき問題点や疑問点を語るための時
間や場所の設定等に学校側の配慮が見えないと言う意見もあります。
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３「PTA」について
同じ学校の中で「保護者」との連携を口にしながらも、PTAを保護者の組織と勘違いし
ている教員も未だに存在し、分掌が違うとまったく関わりを持ちたがらない教員が多くい
ることを訴える意見もある一方で、保護者自身の意識改革をする必要を感じているとい
う思いも出ています。しかし、５年前と比較して、PTA活動に対して大きな理解を示し、積
極的に連携を取り合い、地域に向かって活動の輪を広めていこうとする学校も確実に増
えたと喜ぶ意見も出ています。

４「家庭・地域の教育力向上」
学校と保護者の協力体制が功を奏し、地域の方々の学校への「関心」は高くなってき
ていると感じている意見が見られます。また、学校は頑張っているとの評価もあります。
その一方で再生・向上に対して、不満の声を上げている意見もあり、地域として学校を
応援したいと思っていても、学校側がそれに向けて動こうとしていない、意思疎通が不
十分、学校長の意識・情報発信能力に疑問等の厳しい意見もあります。

５「県教委の対応」
県教委の取組みに対しては、保護者の意見を聞こうとする姿勢やPTA活動への支援
に対して評価する意見があり、保護者を巻き込んでの教員採用試験や教員研修等の
開催は高く評価しています。その上で、合格者の決定にあたっては、地域・家庭が本当
に求めている教員を見抜く力を養うことへの期待も大きいものがあります。

６「成果・効果に対する評価」
土佐の教育改革に対する成果・効果をどのように評価しますか？との質問に対して、
教員の意識や態度が以前に比べて、より向上したとの評価がある一方で、県教委・地
教委・学校・PTA・地域の連携・情報の相互交流の足りなさを指摘する意見もあります。
残された課題を選んでもらうと、以下の順になり、１位と２位の差は２票でした。
１教職員の資質・指導力の向上
２子どもたちの基礎学力の定着と向上
２学校・家庭・地域の連携の強化
３豊かな心を育む教育の推進
４家庭・地域の教育力の向上
５特別支援教育の推進

Ⅱ学校評価について

その他「学校評価」に対する設問の纏めです。
学校の基本方針や教育目標などの説明等は、多くの学校でなされているとの回答があ
り、調査結果についての公表や検証にも多くの保護者が参加する機会を得ているとの
回答がありました。学校評価が効果的に活用されているかどうかの質問には、「そう思
う・ややそう思う」を合わせて半数以上の評価を得ています。
高校では、学校と保護者の壁がまだ高いのでは、という声も聞こえる中にあって校長協
会が自ら取組みを推進してきた「学校評価」については、学校の積極的で真摯な姿勢が
窺え、共通する意識をもてる機会を得られたと、学校に対する保護者の理解を深める大
きな要因になったと評価できます。
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Ⅲ終わりに

今回のアンケートや会長会・各地域で開催する育成員制連絡協議会の席上、多くの
会長・役員・地域の方々と語る機会を得てきました。保護者から異口同音に語られるの
は、学校の取組み方や努力に対し、また県教委の指導に対し、一定評価をしている言
葉です。しかし、一歩踏み込んで本音で議論した時には、何らかの不満を持っているこ
とも感じられます。

その最たるものは、この改革の発端であり、保護者が切望した、子ども達の学力の向
上についてです。小学校から中学校に行く段階のつまずき、高校に上がってくる時のつ
まずきを解消されることなく持ち続けている子ども達がいます。
幼児期の躾や教育が悪い、私学に抜けるから、学習習慣が身についていないから
等、責任を転嫁する姿も見られ、真正面から課題に対して取り組むことが見えなくなり、
挙句「やっぱり家庭にこそ問題がある」という方向に動いている傾向に少々疑問と不安
を感じています。

１０年前、「子ども達を主人公に」を合言葉に、「何かが変わる」「きっと変わる」と胸躍
らせたあの頃、その期待はいつしか「誰かが変えてくれる」「きっとやってくれる」「私だけ
の責任ではないから」と思う気持に姿を変え今日の結果を運んできているように思えて
なりません。

何からでも、今日から、私が、という「ぐるみ」の一員としての自覚と「これを」「誰が」
｢いつまでに｣という具体的な眼に見える計画を立て粘り強く、「土佐の教育改革」取り組
んでいくことが必要であったと感じています。

十年の節目にあたり、保護者達からはこの改革の心を継続してほしいとの思いが多く
寄せられています。「子どもたちが主人公」との思いが保護者から地域から大きな広が
りを生み、真の「県民ぐるみ」運動に発展していくことを期待すると共に、いつからでも、
どこからでも参加できる体制作りに参画していける団体でありたいと思っています。



-21-



-22-



-23-



-24-



-25-



-26-



-27-



-28-



-29-



-30-



-31-



-32-



-33-



（１）県民からのパブリックコメント一覧 平成18年８月３１日現在

幼 小 中 高 無
1 7月3日 郵

便
・英語力が上達していない。
・英会話の力を向上させるためには①県内の大学、高校の入試に会話テストの
導入②中学、高校に100％英語で話す英会話の科目を設置③小学生できれば
幼児期から習わせることが大切である。

男 40 以外 ○

2 7月3日 郵
便
・連携といいながら、本気でつきあってくれる市町村教委は少ない。
・学校が楽しければ学力は向上する。
・読書や、自然環境、社会環境、文化環境と向き合うようになれば、子どもの心
がいきいきしてくる。
・子ども環境フェアが形骸化したのは、県教委に感性豊かな人材がいないから
である。

男 60 以外 ○ ○ 小学校
の児童
安全サ
ポー
ター

3 7月3日 郵
便
・教育現場では教師一人では手に余ることが多いのではないか。教育学部の学
生や地域のボランティア、保護者等との連携を強化すべきだ。
・生活科は、まさに「生きた勉強」。これからも続けてほしい科目である。
・特区に指定されており１年生から英語の授業があるが、２年生では一度もな
い。もっと英語の授業をしてほしい。

女 30 以外 ○ ○

4 7月3日 郵
便
・先生自体がゆとりがなく、疲れている。子どもの指導は先生の資質の個人差
が大きい。
・欠点を補う教育ではなく、長所を伸ばす教育を実行していきたい。

女 40 以外 ○ ○ ○

5 7月3日 郵
便
・学力の向上も重要だが、豊かな心、元気な身体づくりを優先すべきではない
か。そのために①他者への思いやりの心をつくる②スポーツなどの団体行動を
通じて優しさの心を身につける③物を大切にする心をつくることが大切である。

男 60 以外 ○

6 7月3日 郵
便
・数字を見てわかるとおり、この改革はほとんど進んでいない。
・改革の柱である６項目すべてを重点的に取り組んでいるため、結果が中途半
端である。
・最重点項目を１つ決めて集中的に取り組んだほうが良い。６項目の中では、教
職員の資質の向上が一番大切だと思う。

男 60 以外 ○

7 7月3日 郵
便
・幼少からの英語教育より、優れた童話や日本文学を学ばせることが豊かな心
や人間性を育む。
・不登校や教室での孤立を防止するには、基礎体力（基礎・基本）を高めること
が重要である。
・教員の資質向上策は必要。また、資質に欠ける者への対応は、県が一括して
対応し、教員負担を軽減すべきだ。
・県内大学や高等教育機関の支援を受け、高知県を教育立県にするためにの
施策がほしい。
・「人材産業」としての土佐の教育改革に大いに期待したい。

男 60 以外 ○

8 7月3日 郵
便
・今の教育は教科に重点が置かれている。今一番欠けているのは、集団の中で
協調と規律を守り、事の是非の判断力を育てることである。
・良い社会を作る人を育てることが教育である。

男 60 以外

9 7月3日 郵
便
・高校は個性化が進み、進路や将来を考える意味で、大いに役立つ。一方、小
中の動きや変化はあまり見えない。
・土佐の教育改革に求められるのは、しっかりと子育てできる家庭や親を作り出
すことではないかと思う。

女 40 以外 ○

10 7月3日 郵
便
・高知県は共働きの家庭が多い。突発的なときや放課後両親が帰宅するまで、
子どもを預ける場所はどうなっているか。

女 50 以外 ○

11 7月3日 郵
便
・目標の文字を羅列しているだけで、具体的に何をするかがまったく記載されて
いない。
・予算を使っているだけで、成果がなく税金の無駄遣いである。
・中高の授業に市場経済の原理を導入する。具体には、生徒が教師の授業を
選択できるようにするなど。

男 60 以外 ○

12 7月5日 郵
便
・家庭が生活習慣を身につけさせる努力をしているか。
・学級は授業ができる体制にあるか。
・教職員は子どもの学力定着に力を入れる環境にあるか。
・３０人学級の導入は大変良かった。
・開かれた学校づくりは「県の要請で仕方なく作った」になっていないか、見直し
が必要である。
・スクールカウンセラーが機能しているか確認してほしい。
・地域指導主事がなくなったのは、残念である。
・サラリーマン教師の方、さっさとやめてください。

女 30 以外 ○ ○ ○ ○

13 7月5日 郵
便
・学生時代に良書を読むことは大切であり、希望を見つけることができる。
・学校も家庭も他人に優しくできる子どもを育ててもらいたい。

女 50 以外 ○

14 7月5日 郵
便
・少ない子どもたちを大事に思い、基礎学力の向上と元気な明るい子どもに育
てていくことは、県民皆で協力していきたい。
・教職に就こうとする者は、教育学部に進んでほしい。
・クラスやクラブを持っている先生と持っていない先生の負担も考えてほしい。

女 50 以外 ○

教職員
かそれ
以外

子ども 参考

３　県民からのパブリックコメント一覧

番
号
受付
月日
提出
方法 意見 男

女
年
代

- 34 -



幼 小 中 高 無

教職員
かそれ
以外

子ども 参考番
号
受付
月日
提出
方法 意見 男

女
年
代

15 7月5日 郵
便
・土佐の教育改革の最大のネックは教職員の資質の問題である。
・高校改編や人事評価制度などの新施策を国の方向性をもとに都市のコンサ
ルタントに依存したことは矛盾がある。
・子どもたちの基礎学力の定着率（報告書）と現状を本当に把握できているか疑
問である。
・報告書づくりより実践を。

女 50 以外 ○

16 7月6日 郵
便
・基礎学力を定着させることが、教育者としてすべきことだ。
・教師も本当の考えを打ち出し、生徒のために論争するくらいの熱意が必要で
ある。

女 50 以外 ○ 以前教
職経験
あり

17 7月6日 郵
便
・県教委事務局から赴任してくる管理職は、学校運営を組織的に活力のあるも
のに仕上げる力には欠けているように思える。
・思い切った提言を管理職が真摯に受け止め、公平な討議に持ち込む器量が
不足している。

男 70 以外 ○ 元教員

18 7月6日 郵
便
・教師の力量を教育委員会で調査できないだろうか。
（調査内容例）　教える力、子どもの学習理解度を把握する力、コミュニケーショ
ン能力等
・共働きが多い昨今、地域の人も協力したいと望んでいる。

女 60 以外 ○

19 7月6日 郵
便
・小学生に英語は反対である。むしろ、次の４点に力を入れてほしい。①美しく
大切な日本語を身につけさすこと。②基礎学力③命、人権を大切にする教育。
④食育。
・地域の教育力を活用することで、人の心の痛みが分かり、視野の広い人に育
つこと、ひいては、学力向上が期待できる。
・県の指導により教員の研修を推進し、常にレベルアップを図ることが大切だ。

男 60 以外 ○

20 7月6日 郵
便
・子どもたちが外で遊ぶ姿が少ない。自分にかかわりのないことであれば、見て
も知らないふりをすることが淋しい。
・先生たちは、教育についてしっかりとした信念を持って、生徒に接してほしい。
愛情を持って、精神的にしっかりとした明るい先生が望まれる。

女 60 以外 ○

21 7月6日 郵
便
・「土佐の教育改革」は、それぞれの専門家や教育界の長いキャリアをお持ち
の方々によって、かなりのエネルギーを費やされており、立派な成果があがった
ものと思う。
・「教育は仁なり、教育は根気なり、教育は心なり」。さらに、「誇りと憧れと責任」
である。この理念を会得しているかどうかが、改革の将来にかかる。自信を持っ
て教育改革に臨んでほしい。
・三身一体の「三分の一ずつ負担教育」を提唱する。家庭で過ごし、学校で学
び、社会を知る（自由な空間で遊ぶ）。三身がバランスよく機能することが重要
である。
・改革１０年を経て気になること①学力が全国平均以下②科学（ロボコン）に挑
んだ四国大会③道徳教育にも力をいれるべき④教育は金で買えても教養は金
で買えない⑤教え育て養う品格⑥目的にあった服装⑦郷土カルタで郷土愛を
高めよう。

男 70 以外 ○

22 7月7日 郵 ・記入なし 男 40 以外 ○ ○
23 7月7日 郵

便
・遊ぶことから学べる学問は、今の教育向上には無理なのだろうか。具体的に
は、四則計算ができ、新聞記事の内容がわかる子、善悪が分かり心の痛みや
悲しみが分かる子に育てば、後はその子が必要とする学問を学べる施設を多く
提供すればよいのではないか。

女 50 以外 ○

24 7月10日 郵
便
・３０人学級が編成され、子どもが授業に集中できている。
・保幼小の情報交換が進んでいる。就学前教育が進んでいる。
・子育てや教育（学校行事）への父親の参加率が高くなり、子どもたちの精神的
安定が図られている。
・保護者等への「学力実態の公表・課題の共有化」が、あまり図られておらず、
不満でもある。
・地域や学校での人間関係が希薄になりつつある。まず大人同士がつがならな
いと子どもは育たない。個人情報保護とのかかわりか、学校での子どもの様子
もつかみにくい。
・教育費の減少が子どもに影響を及ぼさないようにしてほしい。（例）財政難を理
由に町立図書館の蔵書の減少
・「土佐の教育改革」という言葉自体は人々に浸透している。政治が子どもに向
き合っているという姿勢がよくわかってよかったと思う。今後も継続、アピールを
してほしい。

女 40 以外 ○ ○ ○

25 7月10日 郵
便
・子どもたちの心の葛藤が、学校嫌いや友達への暴力といった形で現れてい
る。楽しい学校教育をお願いしたい。土・日は家でゲーム遊びより外遊びに参
加させて、月～金は、学校教育を強めたい。
・不審者に対して警察の見回り強化をお願いしたい。住民も頑張っているが、犯
罪者によるいやがらせ等が心配である。

女 20 以外 ○ ○

26 7月10日 郵
便
・子どもはすべて成人し、意見等述べることができない。 男 70 以外 ○

27 7月10日 郵
便
・朝ご飯を食べて来ない子どもに、学校でおにぎりやパン、牛乳を用意している
学校がある。家庭教育と学校教育はきちんと分けるべきである。この頃、何でも
学校のせいにすることが多い。
・学力については、底辺の子どもを引き上げるのに力を入れ過ぎて、できる子の
能力を上げることをしてこなかった様に思う。我が子が小学校時代、学力の高
い子どもたちが、先生の目の敵にされていた。だから孫は私立か付属に受かっ
てほしい。公立の学力に全く期待が持てない。

女 60 以外 ○
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幼 小 中 高 無

教職員
かそれ
以外

子ども 参考番
号
受付
月日
提出
方法 意見 男

女
年
代

28 7月10日 郵
便
・「土佐の教育改革」のスローガン、提言の３つの柱はよかったが、「第２期土佐
の教育改革」は柱が６つになり、何か柱ばかりが空回りしているようで、はがゆ
い思いをしている。
・県の事務局の方々、あせらないでください。教員の実践に勝るものはなく、教
員の目を子どもに向ける時間を多くとることが大事なのだから。

女 60 元 ○

29 7月10日 郵
便
・高校のクラス編成では、習熟度別や特進クラスが必要なのか。むしろ、１つの
クラスで１年間ともに受験を戦ったという思い出を心に残すような学生生活を
送ってほしい。
・保護者とのかかわりを持ちたくない教員がいる。何事も話ができる、相談でき
る教師を育成してほしい。
・国公立大学の進学率を上げることも大事だが、生きる力を身につけさせてほし
い。

女 40 以外 ○ ○

30 7月10日 郵
便
・自分が学生の頃は、絶えず先生と親のネットワークの中に子どもが位置づい
ていたように思う。
・心の豊かさを育む教育の必要を強く思う。弱者の立場で物事を判断できる人
材の育成を教育の中心に据えてほしい。

男 60 以外 ○

31 7月11日 郵
便
・教員の多忙さは授業外の用務が多過ぎることに注目したい。教員が授業に専
念できるよう時間的精神的余裕が必要だ。
・そこで以下の２点を提案する。①保護者、ＰＴＡ、地域、教育委員会等、対外対
応担当「教頭職」（２人教頭制）の配置をお願いしたい。②教育委員会のあり方
を、規模縮小、廃止を含めて検討したい。その前段として、委員会の公開性・議
事録の公表が必要だ。

男 60 以外 ○

32 7月12日 郵
便
・わずか数ポイントで「満足」が増え、「不満」が減った・・・との評価判断はさして
重要とは思えない。「わからない」の多さが問題だ。学校、地域、行政が子ども
中心に四苦八苦の汗を流したはずなのに、教育改革の県民的理解や広がりが
疑問視される。
・改革第２期は、１期の反省に立ち、すばらしい「柱」をたてている。気になるの
は、学校現場の教師が改革のうねりに疲れ、地域はリーダーのエネルギーがな
いままに学校からのかけ声に翻弄されているようだ。子ども中心と言いながら、
○○委員会等の立ち上げや行動が、そのことに終始し、「子どもをかえる」こと
に至っているのか。ちなみに、相応の学力がつき、情感の整った子どもたちがこ
の１０年で目立ってきたならば、それは「教師の変革」であり、教育改革の一面
での成功だろう。

男 60 以外 ○

33 7月12日 郵
便
・少子化で、子どもたちの声を聞けることが少なくなり、淋しい。
・週５日制になり、その分子どもたちへの目がとどかない面がありはしないか
と、心配だ。
・命の尊さや忍耐が、学校、家庭、地域の連携のもと養われることが大事だ。

女 70 以外 ○

34 7月12日 郵
便
・食事を十分支度している家庭が以外に少ないと聞く。学力は大切だが、その
前に３食きちんと食事をとるといった通常のことができることの方が大事ではな
いか。
・地域みんなで子育てをしたらよい。①子どもの送り迎えを時間経済共に豊かな
老人クラブの方に依頼②教員ＯＢに宿題を教えてもらい、基礎学力の向上につ
なげる

女 60 以外 ○

35 7月12日 郵
便
・特別支援教育については、まだまだ一般の方々への認知度が低い。
・学級にいる軽度発達障害の児童への対応も十分ではなく、教員の知識不足
の感も否めない。

女 30 以外 ○

36 7月13日 郵
便
・基本は「家庭」での小さい頃からの正しい躾である。
・学力学力と教え込んでいる学校現場。規則正しい生活（早寝・早起き・朝ご飯）
をさせていない家庭。疲れている子どもが多くなっているように感じる。

女 50 以外 ○

37 7月14日 郵
便
・「まじめ」をばかにする子どもたちが多くなっている現実を感じる。「教育」って
何だろう？

女 40 以外 ○ ○ ○

38 7月14日 郵
便
・学力の定着を願って、担任ともう一人先生をつけ、一人は授業を進め、一人は
子どもたちの学習ぶりをみて支援していく授業形態を進めていけばどうだろう
か。
・放課後等をつかっての加力学習の必要性を感じる。
・不登校にかかわっては、「学校」は楽しい所で子どもたちが行きたくてたまらな
いという居場所にすること。また、本人の考えを尊重して、家庭で勉強をしたり、
やってみたいことをやらしてあげるという「ホーム・エデュケーション」の方法を取
り入れてはどうだろうか。

女 30 以外 ○

39 7月18日 郵
便
・朝食を摂らない子どもが多くなっているが、早起きをして、体を動かし、家族と
会話をしながら朝食をとる。これが家庭教育の基礎である。
・安全教育（子どもたちの登下校等）の徹底を図る。事件発生後の対処では遅
い。

男 60 以外 ○

40 7月18日 郵
便
・子育ての基本は家庭であるが、教育の充実を図るためには、行政、地域住
民、各種団体、世代を越えたグループなどが連絡を密にした子育てに取り組む
ことが大事である。そのために、①子どもへの「あいさつ運動」の推進。②子ども
の体験、交流活動の推進。（・スポーツ少年団への参加の推進。・老人クラブ等
との交流。・自然、生活、社会体験等の推進。③家庭教育の充実への啓発活動
の推進（・お年寄りを大切にする心のやさしい子どもを育てる。
・親が自分自身の生き方をしっかり持ち、人生の節目では、親子でしっかり話し
合う。
・地域での行事、ボランテイア活動等、親子での積極的な参加）のような取り組
みを推進してみてはどうでしょうか。

男 50 以外 ○
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41 7月18日 ・県教育委員会事務局や市町村教育長、校長の姿勢が変わらなければ、教育
改革は進まない。
・校長の給与は、職員の評価で。教員の評価は子どもたちが。上から下をでは
なく、下から上への評価が正しく、学校をよくしていくと思う。
・生徒が担任を選択する方法を取り入れる学校が、もっと多くなったらいいと思
う。
・この１０年で、土佐の教育は改革どころか危機的状況である。先生も生徒も自
分らしさを表現できなくなっている。県教育委員会は形ばかりを整えてよしとせ
ず、もっと現実をダイナッミクに改善していき本当に「子どもたちが主人公」の学
校にするべく話し合っていただきたい。
・教師の暴力は、絶対やめてほしい。
・点数のみの序列化は、友達が競争相手としか見えなくなり、本当の人間関係
が築けるはずもなく、学級は楽しいものにはならないだろうと危惧する。

42 7月19日 郵
便
・基礎学力が定着していない。
・保護者と教員とのコミュニケーションが不足している。

男 40 以外 ○ ○

43 7月20日 郵
便
・土佐の教育改革はそれなりの成果はあっがっていると思います。 男 70 以外 ○

44 7月20日 郵
便
・教育（学力向上）には、質と量の二面性があり、どんなに質を高める努力をし
ても、量のすべてをカバーするのは不可能である。週二日制を廃止して、月～
金曜日は６時限、土曜日は４時限の授業時数を確保すべきです。できれば、祝
日も授業をして、かわりに、春、夏、冬休みの学習課題を必要以上出さずに、普
段の授業以外のものに目を向けるようしたらいいと思う。

男 40 以外 ○

45 7月24日 郵
便
・躾や食生活指導は家庭がすべきことであって、学校に頼るのは、まちがいで
あると思う。
・朝から、元気のない子どもが多いように思う。

女 50 以外

46 7月24日 郵
便
・週二日制の学校生活や夏休みになるのが早くなったり、休みが多過ぎるよう
に思います。クラブ活動も大切だが、先生と保護者が子どもたちの学力向上の
ためにどうすればよいかをもっと話し合うべきだと思います。

女 70 以外 ○

47 7月24日 郵
便
・あいさつができない、しない子どもが多くなっている。声をかけた時は、知らな
い人であっても、せめて、かえしてほしい。

男 70 以外 ○

48 7月24日 郵
便
・高知の子どもの学力は、全国レベルで比較しても、年々下がっているといわれ
ているのをよく聴く。
・「子どもたちのための教育」「学校づくり」等、議論をし、委員会、協議会を設置
して改革を図っているが、物足りなさを感じる。これといった鮮烈な印象がない。

男 60 以外

49 7月26日 郵
便
・昔から、高知県の子どもたちの学力は低いといわれていますが、原因は何な
のでしょうか？また、本当にそうなのでしょうか？
・基礎学力は生きていく力にもつながる大切なものです。家庭にも応援してもら
い、繰り返し勉強させることが大事だと思います。
・いじめの問題こそ目をそむけずに、家庭、学校、地域の協力体制が重要だと
思います。

女 60 以外 ○

50 7月26日 郵
便
・土佐の教育改革で中・高一貫教育の学校ができましたが、必要だったかの疑
問を感じます。学校格差ができるのではと心配です。

女 60 以外 ○

51 郵
便
・教師自身が心のゆとりをもって、一人一人の子どもを大切にしてかかわってい
けることが、子どもたちの学力向上に一番効果があがることにつながると思う。
補習や授業の準備ができる対策がとれ、定期的な研修や研究授業などで授業
の向上を図り、子どもたちに合った教育をしてほしい。

女 30 以外 ○

52 郵
便
・学校現場を見ていて、先生たちはすごくがんばって教え方も工夫していると思
うが、ゆとりがなくて、疲れていると思う。
・人と人とのこミュニケーションがとれ、何がよくて何がいけないかを判断でき、
自分で考えて行動できる力を子どもたちにつけることが大事だと思う。
・自分たちの日常生活や社会が暮らしやすく、安心安全な世の中にするために
は、どうしていくかを考えるための勉強をしているんだという意識を育ててほし
い。
・子どもたちの生活が不規則で、過保護、放任の家庭も多くなってきているよう
に思う。

女 40 以外 ○ ○ ○

53 7月27日 郵
便
・保護者にとっては先生の当たりはずれに関心がある。
・教育長のファンで、この教育長なら大丈夫と思っている。

女 40 以外 ○

54 7月28日 郵
便
・知的好奇心を持って、疑問を持つ考え方が大切である。そのような教育をめざ
してもらいたい。

男 50 以外 ○

55 7月28日 郵
便
・土佐の教育は地域と家庭と学校の協力で成り立っている。
・学力だけでなく、人との関わり、コミュニケーションが持てる人になってもらいた
いと思う。

女 40 以外 ○ ○ ○

56 7月28日 郵
便
・犯罪の低年齢化の原因は、温かい家庭や友だちとの遊びの中から培われる
「人の心」が育っていない面が多い。
・開かれた学校づくりの中で、家庭の支援もできるのではないかと思うが、申し
訳程度に引き継がれて、成果の見られない現状ではないか。

女 60 以外 ○

57 7月28日 郵
便
・英語は小学校高学年からネイティブスピーカーによる学習をさせてもらいた
い。
・私高公低を是正し、ハイレベルな学校をつくってもらいたい。
・食育に力を入れてほしい。
・個性を尊重し、生涯学習を進めてもらいたい。

女 30 以外 ○
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58 7月31日 郵
便
・公立高校での、校内暴力やいじめが全国レベルよりかなり高いのは、学力が
追いつかず、非行や不登校に走るのではないかと思う。妊娠中絶率が高いとい
うことが一番気になる。
・学力対策として中学校２年生ぐらいから進学コース、就職コースに分けて勉強
するのも良い。
・ＰＴＡの役員のなり手もなかなかいない。経済的に大変で、共働きも多く、そん
な暇もないということかも知れない。経済の活性化が必要である。
・食育は大切である。もっと広めるべきだ。
・勉学のみならずかしこくならねば損をする。努力のすばらしさ、がまんの大切
さ。基礎学力の大切さを県民に納得させる教育をする。

女 40 以外 ○

59 7月31日 郵
便
・高校進学率、国公立大学への進学者数増加を評価する。
・複数教員による指導、少人数指導は全小中学校で実施し、徹底した基礎学力
の定着をお願いしたい。これが不登校、中退、非行の防止につながる。
・いじめの発生率が高いが、集団登校など縦割りのつながりを、地域住民に学
校への関心を深めてもらう方法に活用してはどうか。

男 70 以外 ○

60 7月31日 郵
便
・教育の場に自己の思想を持ち込み、「平等」と格好をつけて、子どもの個性を
伸ばさない。○○教組の根絶なくしては、土佐の教育は生き返れない。

女 70 以外 ○

61 7月31日 郵
便
・教員には一度社会人として教員以外の仕事をしてもらいたい。 男 30 以外 ○ ○

62 7月31日 郵
便
・学ぶ楽しさを実感できる授業の実現を望む。
・資料から県教委の大変な努力が理解できる。
・近くの小学校は小規模でも、校長のリーダーシップも良く、ＰＴＡの会長もしっ
かりして成果を上げている。一度お出かけいただきたい。

男 60 以外 ○

63 7月31日 郵
便
・30人学級を早期実現してほしい。
・先生が多忙である。教育現場にゆとりを作ってほしい。
・我が子が卒業すれば教育の問題は終わりではない。開かれた学校づくりを県
民共有のものにしてほしい。

女 60 以外 ○

64 7月31日 郵
便
・登校拒否の原因には友だち関係のトラブルが多いのではないか
・いじめへの対応として、日々の事柄をはなせる先生の存在が必要である。

女 40 以外 小 中

65 7月31日 郵
便
・頭でっかちにならないように、人間性を養うために、体験活動をさせてもらいた
い。
・先生には個性があって良い。「恩師」になってもらいたい。
・私は豊かな心を育む教育のために、あいさつ運動をする。高齢者をもっと活用
してもらいたい。

男 70 以外 ○

66 7月31日 郵
便
・反復学習をしてもらいたい。
・学力低下は土曜休日の結果だ。
・先生にも完璧ではない。あまりがんばりすぎないように。
・大切であるのは教える技術、次は子どもを見ようとする力である。

女 40 以外 ○

67 7月31日 郵
便
・私立と格差のないように公立学校の授業を充実してほしい。
・英語よりまず日本語の基礎学力を向上させてもらいたい。
・教職員は、自主企画研修などで指導力の向上を。

男 50 以外 ○

68 7月31日 郵
便
・「子どもたちが主人公」という言葉に違和感を感じる。
・敗戦によりアメリカから入ってきた個人主義が、自分勝手で自分さえ良ければ
よいという方向へ進んだ。
・アメリカの民主主義はキリスト教と表裏一体である。
・日本に、世界に羽ばたける人材の育成が必要である。

男 70 以外

69 8月1日 郵
便
・就学前の「見る、聞く、感じる、話す」を育てないと学力は身につかない。
・「豊かな心」を育てるためには、幼いころからすぐれた芸術や読書に親しむこ
と。
・情報を受ける側のリテラシーも大切であるが、送り出す側のモラルも問われる
べきだ。

女 60 以外 ○

70 8月1日 郵
便
・基礎的な家庭教育が欠如している感がある。
・親子の会話、食事の大切さを認識しなくてはならない。

男 70 以外 ○

71 8月2日 郵
便
・自然をいかした体験学習を進めてほしい。
・「みそ汁づくり」などは、教科書からだけではない体験を活用したうえで、学力
向上対策になっていていいなと思った。
・教員の資質にもまだまだ問題はあるし、教委の旧い固いシステムもどんどん
変えたら良い。

女 40 以外 ○

72 8月2日 郵
便
・社会教育の活動に子どもたちと教員が参加するシステムを考えてはどうか。
教室に社会人やお年寄りの講師を呼ぶシステムは学校中心主義ではないか。
○創知の杜構想について
・寄宿舎生活では親子のふれあいの面から問題がある。
・「退職後も意欲的に活動できる６０歳など」を募れるのか疑問である。
・子どもと意欲的に交流する人には訓練が必要である。
・エリート教育にならないように配慮すべき。

男 50 以外 ○ 牧野植
物園ボ
ラン
ティア
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73 8月2日 郵
便
・土佐の教育改革の成果は知らなかった。１０年間の着実な取り組みは評価で
きる。
・学力向上といじめ（特に高校でこんなに多いのか）などまだまだ課題が多い。
・保護者向け報告会を実施してほしい。
・教員のメンタルヘルス対策を進めてもらいたい。
・人事評価の給与へのリンクは慎重にしてもらいたい。
・民間人校長の評価はどうだろう。
・就学前教育のためには、高知ならではの遊んで学ぶプログラムを望む。
・３０人学級は早期に全校に広げてほしい。
・小中高大の縦の連携を強化してほしい。
・演劇、映画、音楽など芸術にふれる機会を確保してほしい。
・ピア・カウンセリングを強化してほしい。
・豊かな自然や県民性などすぐれた環境を生かした、たくましく生きる力を獲得
できる教育を進めてほしい。
・海外でも活躍できる人材づくりをしてほしい。

男 40 以外 ○

74 8月3日 郵
便
・教育は教員と家庭と一体になって実る。
・教育改革の成果と課題については同感であるが、個々の問題解決にはまだま
だの感がある。
・開かれた学校づくりは進んでいる。
・感性豊かな心を育む教育こそ、人づくり町づくりの基本である。
・全人格的教育をしてもらいたい。

女 70 以外 無

75 8月3日 郵
便
・教職員が個性を生かしながら、組織の一員としての力を発揮することが必要。
・教職員は教育公務員としての自覚とともに、感性と専門性を磨き県民の信頼
を得ること。
・学校は組織的で柔軟な対応を心がけ、保護者・地域と一体となって魅力ある
学校づくりに努めることが求められる。
・基礎学力の上に、応用発展的な学習が大切である。

女 40 以外 ○

76 8月3日 郵
便
・あいさつ運動は、昔もやっていて変化がない。
・みそ汁キャンペーンもその場しのぎの応急措置で、食育についての改善がク
リアされていない。

男 30 以外 ○

77 8月3日 郵
便
・校長が変われば学校が変わる。荒れた学校が見事によみがえった。 男 50 以外 ○

78 8月3日 郵
便
・学力向上のためには質の高い教員を確保することが大切。
・資質に欠ける教員は早急にやめてもらいたい。・あいさつできない教員が目立
つ。
・若い世代には読解力に欠けるケースが目立つ。
・不登校対策に積極的取り組みが欠けているのではないか。

男 60 以外 ○

79 8月7日 郵
便
・家庭の教育力の欠如のために、本来の役割を果たしていない（特に食事など
生活習慣）。学校と地域の両方から家庭に向けて啓発するべきだ。
・佐川の地域住民が授業に入り支援するティーチャーズヘルパーは成果が上
がっている。ただし、事故などへの対応もあり、ヘルパーに対しては最低限の保
障が必要ではないか。

女 40 以外 ○

80 6月2日 電子
メー
ル

・学力の向上には本人に目標、目的意識が大切。 男 50 以外 ○ ○ ネット
ワー
ク以

81 6月22日 電子
メー
ル

・体罰を無くしてほしい。 女 30 以外

82 6月27日 電子
メー
ル

・教員のえこひいきをやめさせてもらいたい。 男 50 以外 ○ ○

83 6月28日 電子
メー
ル

・教員の資質・指導力には問題がある。
・研修の内容をみなおすべきである。
・教員の研修に対する態度に疑問を感じたこともある。

女 以外 マス
コミ関
係者

84 6月30日 電
子
メー
ル

・学力の向上より、自己表現力やコミュニケーション力の育成などを身につけさ
せてほしい。
・子どもたちの家庭環境、学校環境についてのカウンセリングシステムを作り、
子どもの人権を大切にし、健やかな人格形成を進めるような環境づくりが必要。

男 50 以外 ○

85 8月28日 郵
便
・改革の小手先の手法（教員数増、指導主事の派遣、中高一貫校）では学力は
向上しない。
・中高一貫の進学支援専門の学校を作ることを提言する。

男

86 8月28日 郵
便
・戦後の教師のサラリーマン化は残念である。厳しい職業倫理感を導入して質
の高い教員を育てることが重要である。

男 60 以外 ○

87 8月30日 郵
便
・学校の先生は、「子どもたちの６～７割理解していれば良いので、後は塾で」と
いう印象で、現場では学力向上は期待薄だ。繰り返し学習で学力の低い子を伸
ばしてもらいたい。学校でのテストやプリントも手作りのものは減っている。

女 40 以外 ○ ○
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88 8月31日 電
子
メー
ル

・小規模の高校にも女性の体育教員を赴任させてもらいたい。
・育成型人事評価システムの評価には、コーチングの知識が必要である。
・自然体験の時間が不足している。
・家庭の教育力を再生するならば、ほとんど平日は子どもと接することができな
いような社会の現状、勤務状況に問題がある。フレックスタイムなど週休２日制
の導入のような抜本的な施策の導入が必要。

男 40 以外 ○

89 8月31日 電
子
メー
ル

・学力＝得点力という発想は危険である。
・従来の価値基準にとらわれず「土佐の豊かさ」や「土佐の発展」を模索すれば
社会の繁栄と子どもたちの幸福につながる。
・一時的な学力ではなく、学びを生かす喜びを知り、持続発展続ける「生きた学
力」を育む必要がある。
・県内３校の４年生大学が志を同じにする必要がある。
・高知大学付属校を県内教育課程研究の中核とし、教育実習のモデル校として
てこ入れをすべきだ。
・予算に限界のある、相対的な人事の評価システムは、教員間の密接な協力関
係を阻害するのではないか。「成功するのは自分一人で良い」との意識を生み
出す危険を内包している。
・高齢化は人材の宝庫である。
・家庭の団らんが大切である。
・学校は家庭、地域との連携のために「何を理解してほしいのか」をしっかりプレ
ゼンスすべである。

男 30 以外 ○

90 8月31日 郵
便
・戦後教育行政には、教職員組合の横暴と真の教育者を採用したのかなどの
反省点がある。
・今は児童、生徒をまとめて「こども」と呼ぶが、生徒の人格形成からも抵抗を感
じる。
・平仮名、片仮名は小学校２年生終了までに教えてもらいたい。

男 ７０
歳
以
上

以外 ○

91 8月31日 郵
便
・土佐の教育改革に望むのは心の教育であり、生命の教育である。
・親子の調和した教育を推進してもらいたい。
・愛と感謝の心を大切にする教育をしてもらいたい。

男
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項 目 細  目 県民の声ﾈｯﾄ
ﾜｰｸ 一般県民 計 計 ％

授業改善 3 3
基礎学力向上 14 2 16
読み書き計算・反復学習・加力学習 3 3
長所を伸ばす教育・個に応じた対応 2 2
保小中高大連携 3 3
就学前教育の充実 2 2
学習意欲の向上・家庭学習の習慣化 1 1
英語・国際理解教育 4 4
３０人学級など教育配置の充実 6 6
資質指導力向上 12 5 17
意識改革 1 1
研修の充実 1 2 3
教員の多忙さ 10 10
教員選択制の導入 1 1
教職員研修の充実 1 1

特別支援教育 理解の促進 1 1 1 0.5%
いじめ・不登校などの教育課題への対応 9 1 10
豊かな心・健やかな心を育む教育 10 1 11
体験活動などによる社会性の涵養 11 2 13
道徳教育や心の教育の充実 6 6
読書活動推進 1 1
人権教育・同和教育 2 2
伝統や文化の継承・地域学習 1 1
忍耐力・意志の強さ・自立心 2 2
保護者の意識改革・家庭の教育力向上 11 3 14
社会教育の充実 1 1
地域の教育力の活用 2 2
基本的生活習慣・食生活定着 8 8
安全対策 2 2
子ども会。ＰＴＡ・青年団など社会教育団体の活性化 1 1
地域ぐるみ教育 9 9
開かれた学校つ く゚り 5 1 6
学校・家庭・地域の連携 6 6
校長のリーダーシップと校内組織の整備 4 4
学力の到達度など情報公開 1 1
学校統合など切磋・琢磨できる環境づくり 1 1
体力の向上 1 1
自治体あげての取り組み 1 1
信頼される公教育 1 1 2
学校の特色化 2 2
生きる力の育成 1 1
５日制への対応 3 3
教委事務局の取り組み強化 4 4
その他
・かなりのエネルギーが費やされており、成果が上がっている。自
信を持って改革を進めてほしい。

・政治が教育に向き合っていることが良く分かった。今後の継続ア
ピールしてもらいたい。

・改革は進んでいない。結果が中途半端。集中的に取り組むべき。
・教育改革の県民的理解や広がりが疑問。
・３本柱は良かったが、６本になり空回りした感じがする。
・高校の特色化は進んだが、小中の動きは見えない。
・地域教育指導主事がなくなったのは残念
・教育予算を減少させないでほしい。
・中高一貫教育の県立学校の必要性に疑問を感じる。
・私高公低を克服し、ハイレベルな学校を作ってほしい。
・学力低下は土曜休日が原因だ。
・英語よりまず日本語の基礎学力を向上させてもらいたい。
・「子どもたちが主人公」という言葉に違和感（個人主義）を感じる。
・情報を送り出す側のモラルも問われる。
・社会教育に子どもと教員が参加するシステムを考えてはどうか。
・教員のメンタルヘルス対策を進めてほしい。
・民間人校長への評価はどうだろう。
・家庭環境や学校環境についてのカウンセリングシステムを作るべ
きだ。
・佐川のティーチャーズヘルパーには何らかの保障が必要ではな
いか。

・改革は進んでいるが、個々の問題解決はまだまだ。
・創知の杜構想には、親子のふれあいなどの面で問題がある。
・中高一貫の進学支援専門の学校をつくることを提案する。

合計 193 19 212 212

県民からのパブリックコメント分類表

学校・家庭・地域の教育
力の向上

学校・家庭・地域の連携
の強化

その他

学力向上対策

教職員の資質・指導力
の向上

豊かな心

33

40

46

22 231

38

12.3%

17.9%

28

26

18.9%

15.6%

21.7%

13.2%
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４元教員の評価

(１) 前高知市立大津小学校長 安藤 厚子

私と土佐の教育改革

世紀末から新世紀をまたぐ歴史的に記念すべき２０００年度に大津小学校に赴任。
子どもたちは積極的で活力に溢れていたが、感情の起伏が激しすぎたり、学びから逃避
するなど、情緒の不安定なようすが気がかりでたまらなかった。
校区の家庭は、核家族が多く、毎日が気忙しく過ぎ、子どもに寄り添って話を聞いたり、
本を読んでやる心のゆとりがないなど、子育てに悩んでいる保護者も少なくない。
老朽化した校舎には、’９８豪雨の爪痕が随所に見られ、「落ち着いた学習環境づくり」と「学
び方を学ばせる」必要性を痛感。土佐弁の「これがたまるか。なんぼいうたち、ほっちょか
れん。何とかせんと。」と、志気に燃えた。

幸いに大津地域は、史跡や自然が豊かで、災害を乗り越えた面倒見のよいお年寄りが
たくさんいるので、地域ぐるみの教育をするには、ぴったりのところである。折しも、子ども
読書年で、’０２年の総合的な学習の時間の本格実施に向けての準備中。
そこで、「教科・領域等を支える学校図書館を充実し・子どもと本や学びをつなぐ・利用指導
や読書の習慣化活動を推進していけば、子どもたちは、美しいものやすばらしいものに感
動する心、相手の良さを認めたり、生命を尊重する心が育ち、人への思いやりの心を育む
ことができるであろう。たくさんの人と交流することでコミュニケーション能力も高まるにちが
いない。」と、仮説を立てた。

＜やわらかあたま あったかハート 夢を育む＞を学校経営方針とし、社会への窓口で
ある学校図書館を核として、学校・家庭・地域が連携する「開かれた学校づくり」の推進に
取り組むことにした。全教職員が知恵を結集し、地域との交流や専門家による学びを取り
入れた「地域が教室 学びがいっぱい」の特色ある教育過程が編成された。
学校図書館活動を基盤とする温もりのある学校を目指し、大津小の教育改革のスタートで
ある。「子どもでにぎわう学校図書館」を夢に描いての仕事は楽しい。

まず、選書改革。従来の、学級文庫用図書購入から、学校図書館用蔵書購入に変更。
書店の協力で、１クラス１時間、全クラスの子どもによる選書会を開催。
初めての試みに、今まで本など見向きもしなかった６年男児が、好きな本に出会い読みふ
ける姿は、書店の人をも感動させた。店長さんが、子どもと本の出会いを重視し、一日中て
いねいに子どもと接し、本と出会う様子をよく観察していてくれたからこそである。ただ本を
売るという行為だけでなく、細やかな配慮のある選書会で、教師も多くのことを学ぶことが
できた。
早速、図書館の鍵を撤去し、入り口や窓を常時開放。それだけで、いつでも誰でも入るこ
とのできる開かれた学校図書館に変身。高い書棚を下ろし、子どもの目線の書架の配置
等の工夫もする。

極め付けは、心の居場所づくり。木の香も新しく天然の温もり満点の、高知県産杉材の
机・椅子・大型絵本書架などの設置。三本足の椅子は、コロコロ揺すって楽しいし、切り株
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や書棚の上の大きな木の枝は、森の中の雰囲気を醸してここちよい。
さらに、ＬＡＮ接続・ノートパソコン設置・図書館ネットワーク加入（学校間相互貸借実施）。
テレビやＤＶＤ・ビデオも設置。学習情報センターとして機能するようにした。入って来た子
どもたちの、歓声と輝く笑顔が記憶に新しい。
２００３年の、司書教諭配置については、「配置後の高知県の司書教諭の活動状況は？」
と、問われても恥じないように、できるだけ専任に近い活動ができるように、指導工夫改善
担当教員を当てた。「図書館活動のできる授業がしたい。」と、目を輝かせる積極的な司書
教諭が誕生した。

朝や昼の全校読書活動推進・各学年の多様な図書館活動（読書・ブックトーク・調べ学習
等）や情報教育・生活科や総合的な学習の時間の工夫などに、専門性を発揮する。
被災した豪雨の体験を学びにつなぎ、＜災害に強い町づくりをしよう＞という、地域を巻き
込んだ『大津小の防災学習』を立ち上げた。プロジェクト学習による成果物として、６年生の
「防災パンフレット」が完成。全校家庭や地域に配布し喜ばれた。このパンフレットは、学校
図書館の防災コーナーに置かれ、代々の６年生が学習の資料としても利用している。

情報を収集し、学んだことをまとめて、学校から社会に発信するこの学習は、「ごっこ遊
び」ではない。自分達の生活に直結する貴重な体験として、生涯心に残るであろう。
子どもたちの学びは、毎回各自が活動を記録し、自己評価も入れてファイルに閉じる。同じ
班の班員からは、同志として学んだ感想をもらう。学習がゴールに達した時、相当分厚くな
ったファイルをもとに、子ども一人ひとりが、活動を振り返り、自分の成長した部分を見付け
るので、子どもの自尊心や自信の高揚につながった。

学校が意欲的に取り組み、情報を発信していると、地域や校区外の方から、支援提供の
声かけをしてくださるようになり、学年の取り組みが重なる日には、４０人を上回る方が来校
し、授業を支援してくださることもある。
読書活動グループ「おひさま」も誕生し、朝の読書タイムの読み聞かせ・蔵書のデーター
ベース化・掲示板の装飾・ストーリーテリング・パネルシアター・など豊かな読書活動が展開
されている。ＰＴＡの費用で、週数時間の図書館補助員を付けてくれたことも躍進的なこと
である。

子どもに寄り添う活動は、あらゆる内容に及び、若い方からお年寄りまで、学校全体が大
きな家族のような触れ合いができ、さまざまな人間関係がくり広げられた。
読書活動の一環として、ホロコーストからの生還者「ジョージ・ブレイジー氏」をカナダから招
いて交流できたことは、教育を社会の各方面から支えていただいた歴史的感動体験と言っ
ても過言ではない。私自身鳥肌立つのを覚えた。
教職員は、子どもの成長状況を把握し、激励や指導助言をし、自分自身も共に成長し続け
ている。先生のお勧め本の紹介、読み聞かせ、読書感想文指導等、あらゆる分野に挑戦し
苦手意識が減少しているのが嬉しい。

これまで、余り学校と密接な交わりを持たなかった保護者も、行事に参加したり役員を引
き受けてくれるようになった。読みたい本を子どもを通じて借りたり、家庭での読書に広がり
もでてきている。

地域の方は、子どもたちが声をかけてくれると喜んでくださったり、退職後の生きがいに
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と、全学年のストーリーテリングを続けてくれている。「おひさま」の活躍は、報道にも取り上
げられ、他の地域に実践発表に出向いたり、見学者を迎えたりして、読書活動の啓発に寄
与している。

このように、子ども達は、たくさんの方の愛情を受け、本の好きな子が増えてきた。朝の
読書などは、教師がいなくても自然に読み始める。また、面白い本や、自分よりレベルの高
い本、分厚い本に挑戦しようとする意気込みが見えてきた。本を読む子が減少している昨
今、他校から転任してきた教師が不思議がるほど、読書が生活の一部になりつつある。
また、大人でもたじろぐ大きな舞台で、堂々とプレゼンテーション力を発揮する子どももで
てきた。スポーツで、全国制覇を目指して中学の進路を考え、現実に達成した子どももい
る。

５年の歳月をかけ、大津小の図書館が「森の図書館」として「心のオアシス・読書センター
・学習センター」として機能するように生まれ変わり、外部の方が参入する授業展開が多く
なると共に、学校が地域に開かれ、「学び舎」として落ち着きもでてきた。

私にとっての土佐の教育改革は、「子どもが、好きな本や、すてきな大人に出会い、自分
の未来に夢をもつ」種を蒔くことであった。読む力や書く力、物事に怯まず挑戦する力など
は、一朝一夕では育たない。毎日の充実した学習を継続していくことの重要性を、子どもが
身をもって示してくれた。
困難を乗り越え仲間と励まし合って研鑽した教職員と、ご指導ご協力くださった行政・大
学や各種の専門家、各種団体、地域家庭等、数多くの方々に深謝申し上げている。

(２) 前香南市立香我美中学校 別役茂子

私と土佐の教育改革
１ はじめに
「子どもたちが主人公」を合い言葉にスタートした「土佐の教育改革」も、本年度「第Ⅰ期
土佐の教育改革」「第Ⅱ期土佐の教育改革」の１０年間の総括の年である。

土佐の教育改革の取り組みは、平成９年度から平成１７年度まで香美市物部町と香南市
香我美町の中学校での９年間の取り組みであったが、ひたすら子どもたちの幸せを願い、
教育愛溢れた教職員と共に積極的に推進することができたと思う。
「心豊かでたくましく創造性に満ちた子どもたちの育成」を基本理念とする土佐の教育改
革の取り組みは、家庭や地域との連携を図りながら「開かれた学校づくり」「信頼される学
校づくり」等の取り組みにより着実に変わってきたと学校評価等から実感している。

社会の変化等子どもたちを取りまく環境は益々厳しくなってきているが、１０年間の土佐
の教育改革の特色ある取り組みを生かし、家庭の教育力、地域の教育力をさらに高め、生
きる力を持った元気な子どもたちを育んでいってほしいと願っている。

２ 教育改革の取り組みから
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第Ⅰ期の取り組みの物部町では、「小・中連携教育推進事業」「小・中連携教育による家
庭学習に関する研究推進事業」の指定後も継続して小・中の連携を図り、課題を共有し、
授業交流、行事交流等を積極的に推進し、学力の定着・向上を図ることができた。

地域の実態に即し、子どもたち一人ひとりに行き届いた教育を進めると共に、自主的、意
欲的に学び合い、支え合う学級づくり、授業づくり、行事づくり等により、心豊かな子どもた
ちの育成を図ることができた。教職員、保護者、地域が一体となり、子どもたちの幸せを願
う地域ぐるみの取り組みが活力ある学校づくりになったと思う。

平成９年度から「中学校と高等学校が６年間を通じた系統的な連携教育を展開し、地域
の特色に立脚した教育を行うと共に、学力向上や個に応じた教育活動を推進することによ
り、地域に貢献する人材を育成し、地域の活性化を図る」ことを基本方針とする「中・高連
携教育推進事業」に取り組み、授業交流、部活動交流、行事交流等の連携を深めた。小・
中・高の連携した地域ぐるみの取り組みが、活力ある学校づくりになったと思う。

第Ⅱ期の取り組みの香我美町では、「町一貫教育推進構想」として発達段階を考えた教
育の推進を図るため、保・幼・小・中連携した教育改革に地域ぐるみで取り組んでいた。
平成１４年度、１５年度は、「子どもの心に響く道徳教育推進事業」の文部科学省の指定を
受け、子どもの心に響く教材の活用、開発に取り組むと共に、地域ぐるみ道徳参観日等家
庭や地域と連携を図りながら子どもたちの心に響く道徳教育の取り組みができた。
平成１６年度は、教職員の資質・指導力の向上を図る「職業能力育成型人事評価制度試行
校」として、子どもたちが主人公である学校づくり、保護者・地域から信頼される学校づくり
に努めた。
新しい人事評価制度は、教職員の職業能力の育成、学校組織の活性化を目的とする制
度である。ＰＤＣＡサイクル機能が発揮できる活力ある学校経営に努めた。

平成１７年度は、「学力向上フロンティア校」の県指定を受け、教育改革を推進した。学力
向上フロンティア取り組み宣言１０を掲げ、「挨拶・掃除・安全の基本的生活習慣の徹底」
「朝の読書」「香我美タイムによる基礎・基本の徹底」「週３０時間授業」「加力学習」「家庭学
習キャンペーン」等による学力定着・向上に向けての教職員のねばり強い取り組みが、学
習環境を定着させ、全員希望する進路保障を達成することができたことは大きな成果であ
ると思う。

土佐の教育改革の取り組みを通して「子どもたちが学校の主人公」「開かれた学校づく
り」「授業評価」「学校評価」等教育改革への意識改革は、着実にできてきたと思う。
また、「職業能力育成型人事評価」の取り組みから、教職員の職業能力は、着実に育まれ
ている。教育活動については、わかる授業づくり、学裁の時間等を活用した基礎基本の繰
り返し指導、相互の授業研究による指導法の工夫・改善が日々熱心にされている。

「いつ学校に行っても子どもたちの挨拶がよくできる。感心するほど対応がよく気持ちが
良い。」「落ち着いて集中力のある子どもが増えている。学校が充実している。」等の外部
評価は取り組みの成果である。子どもたちにとって学習したくなる学校、保護者・地域から
信頼される学校づくりが求められる。今後も地域の一員として支援していきたい。
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３ 終わりに～子どもたちの幸せを願って
ほとんどの教職員は、子どもたちの幸せを願い、組織の一員として、日々懸命に取り組
んでいる。「一人ひとりの生徒が個性を発揮し、主体的に活動できる学校」「一人ひとりの教
職員が専門性を発揮し、組織として機能する学校」「保護者・地域との信頼関係を深め、共
に歩む学校」づくりを目標に取り組んでいる。
子どもたちの幸せを願い、あたりまえのことがあたりまえにできる基本的な生活習慣の定
着を図り、熱心に教育改革を推進している教職員と取り組むことができたことに感謝した
い。土佐の教育改革が、郷土を愛し世界にはばたく土佐の子どもたちのために県民地域ぐ
るみの取り組みとなり、継続した取り組みができることを願っている。

（３） 前県立高知追手前高等学校長 小島一久

土佐の教育改革の検証

平成９年度から始めた土佐の教育改革は平成１３年に５年間の総括を行い「第二期の土
佐の教育改革を考える会」の提言を受けて平成１４年度に再スタートした。私は平成 年度9
のスタート時からかかわり平成１４年度に高知追手高等学校に異動し１６年度に退職する
まで教育行政５年間と学校３年間の８年間について主として検証する。出来るだけ現在の
学校現場やＰＴＡ関係者の意見も聞いてみたが、正確なデータに基づく検証になっていな
い部分もあることをご理解願いたい。

Ⅰ子どもたちの学力向上への取り組み
学力とは、「生きる力」を育むための「確かな学力」と定義して考察する。
高等学校における学力向上への取り組みは各学校それぞれ在学する生徒の状況が異
なるため、その対応策は様々な方策があるが、概ね①～④についていかにそれぞれの学
校がアイデアを出し如何に具体的に実践するかによって成果が生まれる。

①生徒の将来に対する人間像の確立
ア 授業の充実（楽しいわかる授業の実践・・注 「楽しい」と「楽」と混同しないことが
重要）

イ 授業内容のアップ（生徒の能力を教員の固定観念で見ることなく可能性を信じて
内容を少しでもあげる意識が必要）
ウ 生徒の個性・能力を見つけ出し挑戦する意欲を喚起（生徒の個性・能力は挑戦
し失敗・成功を繰り返す中で発見できる。）
エ 生徒が自ら自分の将来に夢を描くことが出来るように人生観、職業観
を持てる材料を提供し、自ら体験し、挑戦することを支援する。

【検証】
わかる楽しい授業について、教員の使命は、わかる授業を展開し子ど
もたちの学力向上を実現するといっても過言でない。そのためには、そ
の学校の子どもたちの学力の状況を正確に把握し分析した上で、それ
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ぞれの学校の学力到達目標を明確にし、実際の授業に即した授業計画
やシラバスの作成、授業実践の公開、授業評価、教員間の議論、結果
の評価、改善措置等が実施されなければならなない。学校訪問を通じて
感じたことや耳にする話などから判断すると
１ ア、イに関して
(1) 小学校では授業改善への様々な営みや授業の公開等一定前進して
いる。今後は学習到達度テスト等資料を保護者に公開することなど
により、より積極的な取り組みを望む

(2) 中学校では教員それぞれの教員の努力は評価したいが、まだ、多く
の学校で指導困難な子どもたちの対応のたに時間を費やし、授業の
改善までには至っていない。また、生徒が私立学校に抜けるからと
いう意識を払拭しプロ意識を持って前例踏襲主義を排して取り組ん
で欲しい。

(3) 高等学校では、各学校それぞれ生徒の実態は異なり、画一的な取り
組みでなく、実態に即した方策が必要である。現段階では授業改善
の方策や結果に格差が大きい。子どもたちの将来の夢実現に向け
て、それぞれの学校の生徒の実態を正確に把握し、特色のある取り
組みを期待する。そのためには、教育委員会の弾力的な発想、支援
が必要である。管理職特に校長は、日和見でなく発想力、実践力の
豊かなものの登用を望む。

２ ウ、エに関して
(1) 土佐の教育改革が始まり、地域教育推進協議会を中心に企画し実
践した、須崎市内の小中学校の地域の様々な職業の体験活動は
県下一円に拡大し、子どもたちが地域の産業に興味関心を示すとと
もに、自分自身の将来への展望を考える上で大きな役割を果たして
いる。最近は地域ごとよりも学校単位で総合的な学習の時間等を活
用して、恒常的な形で受け継がれている。

(2) 高等学校でもこれまで専門高校を中心に実施されていたインターン
シップに加えて普通高校でもキャリア教育として、実施する学校が増
加している。今後は、キャリア教育の実践を通じて、生徒間の議論や
作文活動等を通じ、書く、話す、議論する能力を培い、生徒の将来へ
の夢を持たせることによりモチベーションを高めて楽しい学校づくり
に活用して欲しい。

②教員の教育専門家としてのプロ意識の醸成
教員という職業に誇りと責任を持ち、日頃から研鑽に励み指導力の向上
に努め「決して生徒の責任」に帰することなく、他の教職員と協働し所期
の目標達成に努力するプロ意識が不可欠である。

【検証】
県立・公立を問わず、校長はじめ教員の意識の中には（時には言葉に
出てくる）学力問題を論ずるときに、「いくら指導しても子どもたちが勉強
しない」と発言する者が多い。また、県教育委員会の会議でも中学校の
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学力問題を説明するとき中学校の学力の低い原因として「私立学校へ
抜けるから」を挙げる場合がある。勿論本県は、私立学校に入学する生
徒の割合が多く、困難な教育を強いられている現実は否定できないが、
教育の専門家としては情けない話である。こうした教育の専門家として
の誇りや責任を放棄し、他人に責任を転嫁する意識が多くの教員、学校
に存在している

③保護者・地域・校友等関係者の理解・協力
学校の教育目標、方針に対して情報提供を行い、理解・協力のもと学校
・保護者・生徒の三者が一体となった学力向上への取り組みが必要であ
る。

【検証】
学校の教育目標は、学校の教職員の願いであると同時に、保護者・
子ども達の願いでもある。したがって、学校の教育目標や方針は、積極
的に保護者や子どもたちそして地域の方々に情報提供し、ともに生徒

9を育てる教育風土作りを展開してきた。土佐の教育改革発足の平成
年頃と比較してみると隔世の感がある。また、土佐の教育改革が全国
的な動きに大きな影響を与え、現在では全国的なものとなっている。こ
うした点でも貢献度は大きい。
ただ、最近気になることは、学校長はじめ教職員が保護者や外部の
声に神経質になり過ぎ、教育の本来の姿から逸脱する傾向があるとの
声があることである。

④幼稚園・保育園・小学校・中学校及び高等学校との連携協力、高等学校と
大学の連携教育の原点は幼児期にある。基本的生活習慣や学習習慣、食
習慣等の確立が学力向上の大きな要素であるとの視点から、各校種が互
いに連携しながら、系統的な教育を展開することが必要である。

【検証】
第一期の土佐の教育改革では、幼稚園・保育所と小学校の連携が不十分であ
ることから、第二期の土佐の教育改革ではこの点を重点的に取り組むことになっ

3ていたはずだが、・・・・・市町村単位で、幼・保・小・中の連携の組織化を行い、
歳児あたりから、子どもの育て方、躾のあり方、基本的な生活習慣、食習慣、基礎
体力、学習習慣等保護者の意識改革を徹底的に議論し、小学校、中学校との一
貫性のある教育を展開するというねらいについて現状はどうか、現在の仕事の関
係で小学校・中学校を訪問する機会があるが、県下的に十分な取り組みが出来て
いると思えない。
ただ、以下のような点で改善点が見られる。
１ その必要性は各学校や保護者とも感じていることや、市町村の中には、南国
市や土佐山田町を中心に「食に関する教育」を通じて幼・保・小や地域との連携
強化によりしっかりした幼少期の教育を展開しているところもあることは評価でき
る。
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２ 幼保支援課を中心に幼稚園と保育園の一元化や保育士、幼稚園教員の研修
体制の強化等の取り組みが始まったのは明るい兆しである。保育所と幼稚園の
制度の違いによる障壁は大きいが、国の施策に期待するだけでなく、本県独自
の取り組みを展開して欲しい。
土佐の教育改革終了後も、特に幼稚園・保育所・小学校の連携教育は重点的
に取り組んで欲しい。
３ 一部の市町村では小学校・中学校の一貫校を設立しているが、子ども数の減
少が続く中で多くの市町村で推進して欲しい。
４ 高等学校と大学の連携教育は、大学と高校の教員の意識の違いが大きいなど
課題は大きいが、一定前進している。生徒にとって効果的な方法を研究してさら
に推進して欲しい。
５ PTA組織で幼稚園・保育園の保護者会と県P連・高P連が同じ席に着き議論で
きる場が設定されたが、この組織は今後もさらに発展させ各市町村ごとに組織化
し、取り組んで欲しい。

⑤ＣＲＴ等の学習到達度調査のデータの活用について
県下の各小学校・中学校で実施しているＣＲＴ等の学習到達度調査の保護者への公
開を経て学力の課題を克服することが重要である。

【検証】
到達度把握テスト等を実施して１０年間が経過したがそれによる効果はどうか。正
直言って不十分といわざるを得ない。第二期の土佐の教育改革を議論した考える会
でも到達度把握テストの活用について意見交換がされ、当時の小・中学校長会長が
到達度把握テストについて、「公開する」との発言があり、県教育委員会の基本的な
対応方針にも保護者に積極的に情報提供することを記しているが、現状はどうか。

・第一期当時からすれば、市町村教育委員会が中学校からテストの結果を集め
全体像を県教育委員会に報告し、県全体の結果は公表するなど一定の前進は
あるが、各小・中学校で結果を保護者に情報提供し課題に対して対応策を実施
している学校は一部に過ぎない。「情報提供している学校では、学校が現状と課
題そして対応策を積極的に保護者に情報提供し協力を得て学力向上を実現して
いる」こうしたことにより児童生徒ひいては教職員の意欲を高め、保護者との信
頼関係を築くことになる。今後結果と課題への対応策の情報公開を積極的に進
めて欲しい。
・県教育委員会や市町村教育委員会ではそれぞれが県下全体、市町村全のテス
ト結果を受けて、具体的な対応策を実施することが必要である。結果の分析を
行うだけでは意味がない。（３０人学級の実現が方策というかもしれないが、これ
らは具体的な対応策とは言い難い）
・先にも記したが、中学校の学力低下は「優秀な生徒が私立中学校に進学したか
ら」という意識が教育委員会内にも学校にも多くあるが、教育の専門家としてプ
ロ意識の欠如のなにものでもない。この意識を払拭することが必要である。

Ⅱ 教職員の資質・指導力の向上に関して
教育改革の大きな柱として教員の資質向上に欠かせない研修を体系化し、教育センター
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の体制整備、さらには全国に先駆けて採用２年次に長期社会体験研修計画し実践してきた
がその結果はどうかまた、採用や管理登用についても改善をかさねてきたがその結果はどう
か検証する。

【検証】
１ 研修の体系化（初任者研修、５年次研修、１０年次研修、１５年次研修）
① 初任者研修
教特法で規定されている国定研修であり、法令規則の縛りを受けながらも本県
特有の内容を取り入れるなど工夫して効果的なものとなっている。特に授業の公開
に関する意識や自分の教科・校種以外の多くの教育内容や、教育以外の実践は効
果的である。研修内容が盛りだくさんであるとの批判やマンネリ化しているとの批判
はあるがより改善を重ねながら実施すればよい。
② ５年次研修は、教員経験の中で成長を促す段階であり必要であるが、例えば学
校の実践と連動させて教科指導などに特化した教育技術の向上を目指すほうか
効果的である。従って、センター研修以外の学校研修（小規模の学校は大規模校
で実践する）を充実させる方向がよいのではないか。
③ １０年次次研修は学校規模の大小にもよるが、中堅教員として教科指導以外に
ホーム主任とか生徒、教務、進路指導等教育の領域分野に活躍の分野が広が
る。センター研修で領域分野の基本を徹底的に学習し、学校の実践を重視した研
修に工夫すればよい。

④ １５年次研修
１５年次になると、学校では中堅教員から幹部教員として学校運営の中心的な
存在となる。そのため、学校運営に対する責任感、実践力、人間性、リーダー性が
問われる立場にある。そのため、各教員が教育に対する理念や指導方法、対外的
な対応、危機管理等しっかりした考え方を持つ必要がある。こうした視点を中心に
研修を組み立てることが必要である。
現実に１５年経験すると個々の教員の力量の格差が大きい状態が生じている。
これらの原因は、学校での日々の実践の積み重ねの結果と言わざるを得ない。し
たがって、研修制度の枠組みの中に、学校の実践を重視した内容とすることが必
要である。（すべてのセンター研修にいえることだが、学校あけて子どもに迷惑を
かけるより、学校で子どもたちと向かい合った教育実践を重視することが必要）
⑤その他
小中学校・高等学校のＰＴＡ役員が研修に参加しているが、研修内容が効果的
であるか疑問視する意見や参加した保護者の意見に対する対応について、教育セ
ンターの姿勢に厳しい批判がある。教育センターの指導主事の仕事が研修の企画
運営を中心で指導力そのものの力量が不足しているとの声を聞く

２長期社会体験研修
【検証】
長期社会体験研修は全国に先駆けて実施しその成果を受けて全国的な波及効
果を及ぼした。そして「鉄は熱いうちに打て」の考えで採用 年目に行っていつが、2
実施後１０年を経過しその効果が現れる段階となっている。研修効果が学校現場
でどのように生かされているか、また、本人の教員としての成長に如何に寄与して
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いるか検証の必要がある。
・採用２年目に実施することに関して意見があるが、ベストではないがベターな時期
である。県下の多く企業や施設にお世話になり教育の一端を担っていただくこと自
体にも意義があり、教員生活にとっても大きな財産となる。ただ、影の部分として半
年間学校はなれることによる児童・生徒への影響があることは事実である。人事異
動や４月当初の組織作りの段階で十分に考慮し影響を出来るだけ少なくする工夫
をすることが求められる。
また、研修期間を１年間にして研修する人数を減らすなども研究してはどうか。
研修後の本人の意識は大きく変化し学校しか経験のない教員にとっては効果的で
ある。本県が大掛かりに実施したことにより、形は異なるが他県でも多く実施されて
いる。研修等定数は国から貰っており、本県の財政負担も少なく、今後とも工夫を
重ねながら継続実施して欲しい。

３学校研修に関して
【検証】
学校内の研修は授業公開や授業評価等を中心に以前より活発になっている。授業
公開を中心とした研究授業は、それぞれの教科の到達目標を明確にしたうえで実施す
ると指導力向上に効果的である。
指導力向上は、個々の教員が授業実践の中で目標を立て、日々改善していこうとする
意欲によって実現できる。先輩が後輩を指導することや目標に向かって日々努力をし
ていく教員集団の雰囲気作りがカギを握っている。年次研修などでは、基本的な指導
は教育センターで行い、学校の授業実践と連動させた研修体制を構築してはどうか。

４管理職研修に関して
学校運営の責任者に対する研修、特に近い将来校長になる教頭に対して重点的に
研修を実施したが、その研修の成果をについて検証する必要がある。（研修の内容、
方法、講師等から検証）

【検証】
管理職の学校運営に関する力量は学校の命運を決することから、非常に重要で研
修内容や指導者の質が問われる。
最近は、特に教頭研修に重点をおいているが、近い将来校長として活躍を期待して
いる立場でありこの方向性は間違っていない。ただ、問題は、研修内容と指導者・講師
の質の問題があるように思う。外部講師は新しい発想で取り組んである企業や大学の
教員が多いが特定の講師に偏り参加者からは、不評の者もいる。また、職務に関する
指導者は管理職として経験のない者では信頼されないばかりか、緊張感のないダラダ
ラした研修になっているとの批判がある。
教頭は日々の職務実践の中色々な課題に直面しており、この課題に対して校長の
指示・指導を受けるだけでなく自分自身のしっかりした考え方をもって校長に意見を述
べる事などして職務実践することが、力量を高めることになる。従って教育センターで
研修するだけでなく、学校の実践と連動させ校長との連携を図りながら内容を充実す
ることが望ましい。
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５管理職登用や広域交流人事、県外交流人事について
管理職登用方法の改善、事務所単位での人事異動特に高知市との人事交流や県
外（広島・岐阜、香川、徳島、大阪）との交流人事は学校現場にどのような影響を及ぼ
しているか検証の必要がある。

【検証】
（１）管理職登用
管理職の登用については、平成９年から、全管理職について、筆記と面接を行うこと
になった。面接では、外部の有識者を面接員として採用するなどの工夫を講じている
が、いくら工夫しても面接員や選考にあたるものの力量が大きく左右する。
近年、県立学校においては、多様な生徒に対応するため、特色ある学校づくりが求
められている。このため、自主的、自律的な学校運営が可能となるよう、学校長の裁
量が拡大されてきている。このことは、学校組織において未だミドルリーダーの育成
が十分でないことと相俟って、校長の力量如何によって、学校運営が大きく左右され
ることを意味しており、校長登用の重要性が増してきている。
さらに、激変する社会の変化と教育環境の悪化に対応し、自ら学校運営のビジョン
を立て、教職員に対し指導力・統率力を発揮しつつ、その目標を達成することや、失敗
を恐れずに、新たな課題や困難な課題にも常に意欲的に取組むことが、校長には求
められる。
しかるに、現在の制度のままでは、人はよいが、仲良しクラブをつくるだけで、自らビ
ジョンを示し、改革を進めていく力量に欠ける者や、まじめではあるが、リスクを恐れず
に、改革に挑戦する意欲に欠ける者など、校長としての総合的な力量に欠ける者が登
用されていき、県立学校が地盤沈下をしていくのではないかと危惧している。こうした
意見は現職校長や多くの会合で同様の意見が聞かれる。
教頭研修を充実するなど、力量のある校長候補を育成するとともに、登用に当たっ
ては、校長と時間をかけて意見を聞くことや、校長登用後の学校運営の実践を第三者
に評価してもらうなどのシステムが必要ではないか。

（２）採用について
採用方法は全国的に見ても妥当な方法だと思う。人物重視の採用方針もまた妥当
だと考える。ただし、最低限教科の指導力のないものはいくら人物が良くても子ども達
からは信頼されないことを念頭に置いてもらいたい。また、面接員の資質の問題や面
接技量についても真剣に検討する必要がある。
採用試験問題のミスについて、毎年同じような事を繰り返していては、県教育委員会
に対する不信感を増幅するのみで、問題のミスが発生する原因の解明とチエック体制
の充実をして欲しい。

（３）人事異動について
人事異動は学校の目指す学校像に基づき適材適所に配置することであり、在職年
数との関係は弾力的に扱うこと。
小中学校の人事異動に関して以前より広域的に行われるようになってきた。高知
市と他の市町村の異動をさらに進める努力をして欲しい。
県外との人事交流は教員の意識改革や指導力向上に大きく貢献しておりさらに進
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めて欲しい。

Ⅲ 学校・家庭・地域の連携による教育力の向上
教育は、学校・家庭・地域社会がそれぞれの役割を果たしながら相互に連携し、社会全体
として取り組んでいくことが極めて重要である。との基本的な考え方で取り組んできた。
学校・家庭・地域社会の相互に協力するシステムとして「開かれた学校づくり推進委員会」
を各学校に「地域教育推進協議会」を各市町村単位で設置しているが、現状でシステムが如
何に機能し、その成果が子どもたちに還元されているか検証する必要がある。

１ 開かれた学校づくり推進委員会

土佐の教育改革が発足した平成 年度に各学校に組織され、当初は学校にはこうした外9
部の意見を取り入れることに対する抵抗も多く、教職員の意識改革等に苦労したが地道な
話し合いで県下のほとんどの公立、県立学校で設置した。
内容もただ単なる相互の情報交換的なものから、学校行事や地域のイベント等の共催、
学校施設の開放など比較的取り組みやすいものからはじめ、平成 年に「学校評議員制12
度」が設けられ、学校運営に関しても意見を述べることが出来るようになってきた。本県で
取り組んだ土佐の教育改革が国を動かし、全国的な流れとなってきた。当初の意気込みと
現状はどうか検証する必要がある。

【検証】
ほとんどの学校でこの組織を設置している。小中学校の場合には保護者
・地域との連携は進んでいるが、県立学校の場合では保護者が広域的にな
るため形態が異なる。小中学校、県立を問わず学校と保護者・地域の方々
の意見を学校運営に生かしていくという意識は浸透している。ただ、開かれ
た学校づくり推進委員会の会議の内容がマンネリ化してきたことや、委員
の固定化、学校運営に関する意見があまり出ないなどの問題があり、開店
休業の状態にある学校もあると聞く、現状を把握し打開策を考える必要が
ある。

① 地域教育推進協議会
学校単位の開かれた学校づくりに呼応して各市町村単位でお互に協力体制のシス
テムとして地域教育推進協議会が設置されたがそれらのコーヂィネーター役として「地
域教育指導主事」が配置され、学校・保護者・地域社会の連携強化に大きな役割を果
たしてきたが、現状はどうか、そして教育改革の精神が根付いているか検証する必要
がある。（地域教育指導主事は文科省に対して、制度化を働きかけたが最後まで認め
られなかった。）

【検証】
第一期の時代と比較して地域教育指導主事の意識も職務内容も変化し発足当初の
教育改革の精神を生かした取り組みが薄れているように思う。地域教育指導主事が教
育改革の先導的な役割よりも市町村の教育委員会の職員としての職務を担っているよ
うに思う。地域教育推進協議会もこうした職務内容の変化に伴って本来の姿が変化し
ている。来年度から地域教育指導主事も廃止となり、地域全体で協力して教育を進め
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ていくという意識が薄れてくるのではないかと危惧している。廃止後の対策が必要では
ないか。

Ⅳ 障害児教育
障害児教育に関しては、平成９年の土佐の教育改革発足時に十分な対応が出来てい
ない面もあり、「高知県障害児教育振興対策協議会」での「意見のまとめ」をもとに対応
してきた経緯がある。その結果の検証と最近の障害児教育をめぐる大きな変化である
「特別支援教育」に対する方策等も含めて検証する必要がある。
①障害児教育の啓発、交流の推進
②障害児学級と障害児学校との連携強化に関して
③障害児学校の進路指導について
【検証】
学校現場の調査が不十分で確たる検証ができないが、障害児教育から特別支援教
育への移行について、学校と教育委員会の緊密な連携が必要である。
障害者に対する意識は以前に比べて理解が深まってきているが、これは教育改革の成
果もあるが、社会全体の動きの影響が大きい。
ただ、最大の課題である進路保障については、生徒の障害の重度化の問題や就職難
の時代であることから厳しい現実は変化していない。

Ⅴ 豊かな心を育む教育の推進
「生きる力」を醸成する中で、豊かな心を育む教育活動は非常に重要な要素である。そ
の成果について検証する。
①芸術文化、自然にふれる機会の拡大、体験活動や読書活動の充実
②道徳教育、人権教育の充実
③生徒指導や教育相談に関する教職員の指導力の向上
④ピアサポート活動等子ども同士の助け合い
【検証】
道徳教育に関して従来本県は不熱心との烙印を押されていたが、最近は子どもの非
行等の現状から学校自身がその必要性を感ずるようになり熱心に取り組むようになっ
てきた。また、地域の人材を活用した道徳教育も進みつつある。
人権教育は以前の同和教育中心から多く（七分野）の人権問題に取り組むようになっ
てきたが、学校によって温度差があるように思う。
生徒指導のあり方や教育相談に関しても学校カウンセラーの配置や「不登校生徒」
対する対策が進むに従って教員の意識も高まり、本来の生徒指導のあり方に近づきつ
つある。ピアサポート活動等の取り組みも中学校を中心に熱心に取り組む学校が出て
きたのは良い傾向だが、これからの感がある。

Ⅵ 家庭・地域の教育力の再生・向上
１子育ての相談体制、支援体制の確立
２地域と連携した食に関する教育、スポーツ活動
３地域ぐるみの教育の充実、地域における人材発掘とネットワークづくり
【検証】
１ 子育ての相談体制、支援体制の確立
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全国的に若い母親の子育てに関する問題が多く国の施策として取り上げられてき
た。本県でも県全体の施策として取り組みが始まったが、相談員の育成にとどまらず
保育所や幼稚園さらには小学校でも若い保護者への支援体制を充実する必要があ
る。これからさらに多くの関係機関が連携して充実していく必要がある。

２ 地域と連携した食に関する教育、スポーツ
食に関する教育は南国市や土佐山田町等の市町村を中心に積極的に取り組み
全国的にも大きな評価を受けている。食を基点として基本的生活習慣、地域との連
携、健康教育等と関連させながら、子どもたちの学力向上に貢献している。本県は
食の指導者として栄養教諭の配置を全国に先駆けて行うなど積極姿勢は高く評価
できる。
また、スポーツに関しては、本来の競技力の向上のみならず、健康維持の立場から
多くの県民が参加できる「総合型地域スポーツクラブ」の設立が進んできた。これか
らの関係者の努力にかかっているが、県民総ぐるみのスポーツ活動が展開できるよ
う期待したい。

３ 地域ぐるみの教育の充実、地域における人材発掘とネットワークづくり
地域の方々の教育に対する参加度は教育改革がスタート以来高まってきた。各
学校や市町村教育委員会の地道な努力の成果である。ただ、県下全体のネットワー
ク化が不十分で、地域単位では活発であるが県下的な広がりとはなっていない今後
の検討課題である。


